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工事完成図作成の標準 
 

第１ 一般事項 

１ 適用 

この工事完成図の作成は、水道工事標準仕様書に基づき定めるものである。 

 

２ 工事完成図提出の手順と部数 

(1) 工事完成図の確認 

請負人は、工事完成図を作成し提出するにあたっては、監督員の確認を受けなければなら

ない。 

なお、完成図作成に必要となる資料のうち、水道局が提供する資料については、監督員か

ら受け取ること。 

(2) 提出部数 

電子成果品として電子媒体（CD-R）２部（正副各 1 部）を工事完成検査前に監督員へ提

出する。ただし、監督員の指示があった場合は、その指示による。 

 

３ 工事完成図の区分 

工事完成図は、工事の内容に応じ次の区分に大別する。 

(1) 管新設（布設替含む）工事 

(2) 仮設工事・仮設管撤去工事等 

ア 仮設工事 

イ 仮設管撤去工事 

(3) 管更生工事 

管内挿、及びパイプライニング工事をいう。 

(4) 坑内管新設工事 

推進、シールド等により管布設を施工する工事をいう。 

(5) 構造物関係工事 

(6) 貯水槽（タンク）関係工事 

(7) 共同溝関係工事 

(8) その他 

 

４ 工事完成図の種類 

作成する工事完成図は監督員が指示する。 

(1) 案内図 

(2) 平面図（管路図記入） 

(3) 縦断図（配管図記入）※1 

(4) 布設位置断面図 
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(5) 各種詳細図 

(6) 配管図 

(7) 材料表 

(8) 各種オフセット図 

(9) 口径 50 ㎜以下取付替オフセット図（共用止水栓オフセット図含む） 

(10) 用地図 

(11) 中心線測量成果図 

(12) 各種構造図（標準図を除く） 

 (13) 土地使用承諾書等の権利関係書類※2 

(14) その他 

    ※1縦断図については、布設管路表示口径 400 ㎜以上から作成する。 

    ※2 権利関係の諸手続きが生じた工事については、監督員の指示に従い土地使用承諾書等

の関係書類（PDF データ等の写し）を図面化する。 
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第２ 図面作成の基本 

１ 原図の品質と規格寸法 

(1) 原図の品質 

原図の品質は、良質なトレーシングペーパー又は、それと同等以上のものとする。 

(2) 原図の規格寸法 

原図の大きさは、次の規格寸法（表 1-1）のものを工事の区分又は、必要とする図面の大

きさに応じ使用する。 

           （表 1-1：原図の規格寸法） 

 
大きさの 

呼 び 方 

仕上り寸法（mm） 

（幅×長さ） 
摘         要 

１ Ａ２判 420×594 
一般的に管新設工事に使用するか他の工事に

使用してよい。 

２ Ａ１判 594×841 
Ａ２判によることが不適当な管新設工事又は

構造物等の工事に使用する。 

   ただし、同一工事には原則として同一の大きさのものを使用しなければならない。 

２ 線と文字の基本事項 

(1) 濃度の一定化 

線と文字は、一定の濃度で作図しなければならない。 

(2) 線（国土交通省発行“ＣＡＤ製図基準”一部引用） 

図面に使用する線の太さは、図面の視認性を考慮する。線の太さは細線、太線、極太線の

3種類とし、その比率を 1:2:4 とする。  

線の太さは、図面の大きさや種類により 0.13、0.18、0.25、0.35、0.5、0.7、1、1.4、

2mm の中から選択するが、これらの数値は、CAD データを紙に出力する場合の規定値であ

る。  

実際に出図される線の太さは出力装置により異なるため、近似値としてよい。  

線の太さの組み合わせを 表 1-2 に示す。 

（表 1-2： 線の組み合わせ） 

線グループ 細線 太線 極太線 

0.25 ㎜ 0.13 ㎜ 0.25 ㎜ 0.5 ㎜ 

0.35 ㎜ 0.18 ㎜ 0.35 ㎜ 0.7 ㎜ 

0.5 ㎜ 0.25 ㎜ 0.5 ㎜ 1.0 ㎜ 

0.7 ㎜ 0.35 ㎜ 0.7 ㎜ 1.4 ㎜ 

1.0 ㎜ 0.5 ㎜ 1.0 ㎜ 2.0 ㎜ 

 

 

 

(3) 文字（国土交通省発行 “ＣＡＤ製図基準”一部引用） 

ア 文字は、JIS Z 8313：1998「製図－文字」に基づくことを原則とする。 

イ 文字の高さ  

CAD データを作図する場合は、原則として 3.5、5、7、10、14、20mm から選択する。
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図面内に使用するタイトルは 14、20 mm とし、標題欄やその他の文字は、3.5、5、7、

10mm とするなど、A3 など縮小版で紙出力した場合でも読みやすいサイズを使用するよ

う留意する。例えば、単位(m2,m3)等を入力する場合において、文字の高さを変える必

要が生じる場合には、上記の高さ以外の文字を使用できる。 

ウ 漢字は常用漢字、かなはひらがなを原則とする。ただし、外来語はカタカナとする。 

エ CAD で縦書きをする場合は、文字列として入力するとともに、全角文字を用いることを

原則とする。 

オ 使用できる文字  

CAD で文字を書く場合は、CAD ソフトウェアの機能とフォントに依存するため、CAD ソ

フトウェア固有の文字や機種依存文字は使用せず、アウトラインフォント又は製図に用

いる文字に類似した文字を使用する。 

 

 (4) 禁止事項 

次に示す事項は、濃度の一定化及び濃度の範囲のうえから行ってはならない。 

ア 裏書き（原図の裏面に記入することをいう。） 

イ ゴム印等の使用 

 

３ 原図の枠取りと標題欄 

(1) 枠取り 

原図には、枠取りをしなければならない。 

枠取りの線の太さは、0.7mm 程度とする。 

〔図１ 図面の枠取り〕参照。 

(2) 標題欄 

原図に標題欄を設け、次の事項を記入する。 

〔図２ 標題欄〕参照。 

ア 施工年度 

イ 起工番号 

ウ 工事名 

エ 工事場所 

オ 図面名称と縮尺 

カ 図面枚数と番号 

キ 工事期間 

ク 請負人名と現場代理人氏名 

ケ 局名、部、課、係 

コ メッシュ番号【大メッシュ(2000m×1500m 区分)及び小メッシュ（250m×250m 区分）】 

サ 摘要欄 

監督員が指示する内容
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図１  図 面 の 枠 取 り  （Ａ１、Ａ２ 規格判） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30(38) 

注１） (  )内は、Ａ１判の寸法を示す。注２） 線の太さは、外 0.7mm、内 0.5mm とする。注３） 寸法・単位 mm 

30(40) 10(15) 

10(15) 

標 題 欄 

10(15) 
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図２  標   題   欄  （Ａ１、Ａ２判） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 注１） (  )内は、Ａ１判の寸法を示す。注２） 線の太さは、外 0.7mm、内 0.5mm とする。注３） 寸法・単位 mm 

横 浜 市 水 道 局 
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注） 部、課、係の記入の例 

   他については、担当事業所の指示による。 

 

（例 １）  ○○工事課の場合 

設  計  係 工 事 係 

係 長 設 計 主任監督員 担当監督員 

    

 横浜市水道局    配水部    ○○工事課 

 

 

（例 ２）  ○○水道事務所の場合（係名の区分は適宜） 

       係       係 

係 長 設 計 主任監督員 担当監督員 

    

横浜市水道局   給水サービス部  ○○水道事務所 

 

 

（例 ３）  工業用水課の場合 

設 計 工 事 係 設 計 工 事 係 

係 長 設 計 主任監督員 担当監督員 

    

 横浜市水道局    施設部    工業用水課 

 

 

（例 ４）  建設課の場合 

設 計 係 工 事 係 

係 長 設 計 主任監督員 担当監督員 

    

横浜市水道局    施設部       建設課 
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注１） 工期の記入（例）令和元年 5月 10 日～令和 2年 2月 12 日 

注２） 請負人欄は、請負人名と現場代理人の氏名を記入する。 

注３） メッシュ番号及び工事場所は、設計図書等に記載されている大メッシュ番号と小

メッシュ番号、及び工事場所を記入する。ただし、同一工事名において工事路線

が複数ある場合については、この限りではないので「第３ 工事区分による完成

図の製図」を参照。 

注４） 工事名は、設計図書等に記載の工事名を記入する。 

注５） 図番は、斜線の下側に総枚数、上側に図面番号を記入する。 

     例 1/15    3/15 
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図
番
を
連
番
で
付
け
る
。 

図
番
を
連
番
で
付
け
る
。 

第３ 工事区分による完成図の製図 

１ 管新設工事及び既設管撤去工事 

 

（1）完成図の綴じ方及び標題欄について 

ア 各種完成図の綴じ順を下記に示す。 

工事場所が１地点の場合 

 （工事名例：○○町○丁目口径○○mm（から○○mm）配水管○○○○工事） 

 

１、案内図 

２、平面図 

３、縦断図（口径 400mm 以上について作成） 

４、布設位置断面図 

５、各種構造図及び詳細図（設計図面に準拠） 

６、配管図 

７、材料表 

８、各種オフセット図 

９、口径 50mm 以下取付替ｵﾌｾｯﾄ図（共用止水栓ｵﾌｾｯﾄ図含む） 

 

※ 「５ 各種構造図及び詳細図」の綴じ込み順は監督員の指示により変更で

きる。  

※  地盤改良、残置仮設等の詳細図は監督員の指示により作成する。 

 

同一工事名で工事路線が複数ある場合 

（工事名例：○○町ほか○か所口径 100mm から 200mm 配水管○○○○工事） 

 

            １、案内図 （48 メッシュ以内で各路線共用） 

            ２、平面図 工事場所(1) 

３、布設位置断面図 工事場所(1) 

                 ～ 

７、口径 50mm 以下取付替ｵﾌｾｯﾄ図(共用止水栓ｵﾌｾｯﾄ図含む）工事場所(1) 

８、平面図 工事場所(2) 

９、布設位置断面図 工事場所(2) 

以下、同様に続く。 

 

 

 

工
事
場
所
（
１
） 

工
事
場
所
（
２
） 
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イ 同一工事名で工事路線が複数ある完成図の標題欄記入について下記に示す。  

案内図の表記については、先に示した通り設計図書等に準ずる。その他平面図等の標題は、

その紙面で表している工事場所に対応した表記とする事。例えば工事場所(1)の平面図標題

欄は、工事場所(1)のメッシュ番号、工事場所となる。場所については、その路線の始点、

終点を表記すること。（図面作成例参考） 

 

1－1 各完成図の作図について 

 

(1) 案内図 

ア 図面の配置 

案内図は、紙面に方位等の必要事項をバランスよく配置し全面を使用する。 

イ 縮尺 

原則として、局職員が提供する 1/5000 の市内地形図を使用する。 

ウ 記入範囲 

記入範囲は、工事場所が容易に理解できるよう主要な施設、鉄道、道路、河川等目標と

なるものを含んだ範囲とし、設計図と同様にメッシュ線を記入する。（図面作成例参照） 

エ 記入項目 

(ｱ) 方位と縮尺 

図面は、紙面の上側を北とし、方位、縮尺を記入する。 

(ｲ) メッシュ番号 

大メッシュ番号及び小メッシュの番号を設計図と同様に記入する。 

（図面作成例参照） 

オ 工事場所 

 (ｱ) 工事場所が１地点の場合は、当該工事地点を円で囲い引出し線により「工事場所」

と記入する。 

(ｲ) 同一工事名において、工事路線が複数ある場合は「工事場所(1)」「工事場所(2)」と

表現する（設計図書の区分、路線順に準ずること）。 

 

(2) 平面図  

水道配管平面図（以下、1/500 平面図）を参考に作図すること。 

1/500 平面図は担当監督員が請負人に貸出す。請負人は 1/500 平面図の取扱いに注意を払

い完成図作成後、速やかに監督員に返却すること。1/500 平面図の貸出日、返却日を「工

事打合せ簿」に記録すること。 

 

ア 図面の配置 

平面図は、図面の上が北となるように配置し方位を記入すること。 

イ 縮尺 
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縮尺は 1/500 とし、縮尺とスケールバー（10m）を記入する。 

ウ トレース又はスキャンニングの範囲 

地形図のトレース又はスキャンニングにあたっては、幅を工事路線（道路）の両側とも

10～20ｍ程度とし家名、番地を 1/500 平面図に準じて記入する。 

 なお、路線を分割する場合の分割線の表示はアルファベットの大文字とする。 

エ メッシュ番号 

工事場所の対象となる大、小メッシュ番号を表記する。複数のメッシュが対象となる場

合は、メッシュ境界線を表現し、大、小メッシュ番号も記載する。 

オ 中心線測量の測点と成果 

設計図面に記されてある中心線測量の中心線等と測点番号を記入する。 

なお、中心線と測点が施工時の実施測量により変更となりその成果が承認されている場

合は、当該実施測量の成果に基づき記入する。 

カ 新設管路の記入 

平面図には、新設管路を管路図で記入する。 

始点、終点の住所を設計図書等に準じて記入する。 

また、紙面の上側を北とし、方位を記入する。 

注）位置記入に際しては、より正確を期するよう十分留意して製図のこと。 

(ｱ) 管路図等の記入項目 

ａ 管路、管種、口径の表示 

新設管路は「実線」とし、その上又は下側に指定の「管種別略称」と「口径」を記

入する。なお、口径表示は「φ」、寸法表示「ｍ」を除く。 

ｂ 弁・栓類等の表示 

仕切弁、消火栓等の弁・栓類、片落ち管等は指定の「管路記号」で表示する。 

なお、不断水用の簡易仕切弁については表示しない。ただし、弁室を設置した場合

は表記する。 

ｃ 弁・栓類等の引出し線による表示 

仕切弁、消火栓等の弁・栓類及び二受Ｔ字管、片落ち管は、それぞれ「引出し線」

により口径と指定の「略称」又は「名称」を記入する。 

 この場合、弁・栓類には、始点から終点に向かって「第４ 表示記号」欄で指定

の通し番号表記で種類別につける。 

キ 区間長の表示 

新設管路は、次の地点を基点とし「引出し線」と「寸法線」を記入し、その寸法線上に

その区間の「管心長」を記入する。 

 （区間長の区分地点） 

(ｱ) 既設管と連絡部分との始終点 

(ｲ) Ｔ字管の分岐点 

(ｳ) 仕切弁の中央点 
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ただし、区間長に弁体長は算入しない。 

(ｴ) 消火栓、空気弁付消火栓、空気弁等の中央点 

フランジ付きＴ字管のフランジ分岐点をさす。 

(ｵ) 片落ち管の口径の小さい方の接合点 

(ｶ) その他区間長表示をすることが望ましい地形の変化点 

注）管心長の算定は、管弁・栓類材料規格表による。 

ク 連絡部の既設管路（弁・栓類を含む） 

 連絡部の既設管路は「破線」とする。連絡部の引出し線部に「施工年度」「工事起工番

号」「管種別略称」「口径」「D.P.」「ライニング有無」を記入する。また、始点から終点に

向かって「第４ 表示記号」欄で指定の表記で通し順位をつける。（連絡Ａ、連絡Ｂ、連

絡Ｃ、連絡Ｄ・・・） 

ケ 継手情報・幹線名の表示 

継手情報は、継手の形式を表示する。形式が複数ある場合は、布設延長が長い形式とす

る。幹線名は、口径 400mm 以上を対象とし、名称については監督員に確認して表示する。 

コ 使用廃止・休止管路の記入 

(ｱ) 管路の表示 

使用廃止管路（撤去不可能な管）・使用休止管路は、破線の上に「波線」を入れ表示

する。 

(ｲ) 管種、口径、区間長の表示 

使用廃止管路・使用休止管路を明確に表示し、起終点に「引出し線」と「寸法線」を

記入して、その寸法線上に指定の「管種別略称」「口径」と「延長」を記入する。この

場合の延長は路上の測定延長とする。 

サ 撤去管路の記入 

(ｱ) 管路の表示 

撤去管路は、実線の上に「波線」を入れ、弁・栓類等の略称を表示する。 

(ｲ) 管種、口径、区間長の表示 

既設管撤去工事が新設工事と同一工事により施工し平面図を共用する場合は、撤去管

路の起終点から「引出し線」と「寸法線」を記入し、この寸法線上に指定の「管種別略

称」「口径」「延長」及び、弁・栓類の「略称又は名称」「基数」を記入する。 

シ 布設位置断面図の位置表示 

布設位置断面図の位置表示は、工事の始点から終点に向って「第４ 表示記号」欄で指

定の「布設位置の断面位置表示」により表示する。 

ス 布設位置のオフセット表示 

布設位置をオフセット表示する場合は、支距（O.P）については、官民境界を基点とし

文字表示側からの距離とする、埋設深さ（D.P）については路面高を基点とし「第４ 表

示記号」欄で指定の「布設位置のオフセット表示」により表示する。 

セ 各種詳細図の位置表示 
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連絡、伏越、迂回、排水ヶ所等、詳細図の位置表示は、「第４ 表示記号」欄で指定の

「詳細図等の位置表示」で表示する。 

ソ メッシュ境界線の表示 

メッシュ境界線の表示は、250ｍメッシュ線（縮尺 1/500）を基準とし、その線上に大

メッシュ番号小メッシュ番号を記入する。 

 

(3) 縦断図（口径 400mm 以上の工事から作成） 

ア 図面の配置 

縦断図は、工事の測点、配列起点（測点 No.0）を左とし、平面図及び縦断図を対応さ

せること。 

イ 縮尺 

縮尺は、縦 1/100、横 1/500 を標準とする。ただし、設計図がその他の縮尺である場合

は、その縮尺によることができる。 

ウ 縦断図への記入項目 

(ｱ) 縦断図の数値表示欄 

縦断図の数値表示欄は、左（下欄）より次の順により記入する。 

ａ 曲線（中心線測量） 

ｂ 測点（20ｍ間隔を標準とする）また、平面図にも記入する。 

ｃ 単距離 

ｄ 追加距離 

ｅ 土被り 

ｆ 地盤高 

ｇ 管心高 

ｈ 管勾配 

ｉ 管路の変化点（曲管垂直部） 

ｊ 弁・栓類、分岐・連絡か所 

注）地形図に伴い、縦断図を分割した場合の数値表示欄は、分割した各図にすべて記

入する。 

(ｲ) 水準点 

路線中の水準点を指定の記号により記入する。 

エ 縦断図内の配管図の記入 

「(2) 平面図 カ 新設管路の記入」に準じ記入する。 

オ 構造物等の記入 

他企業の占用物や構造物等を記入する。 

 

(4) 布設位置断面図 

ア 図面の配置 
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布設位置断面図は、平面図内に記入された指定の「断面位置表示」の符号の順に記入す

る。 

イ 縮尺 

縮尺は、1/100 を標準とする。 

ウ 間隔と位置 

布設位置断面図の間隔と位置は、40ｍに１ヶ所程度を標準として選定し製図する。 

 なお、位置選定にあたっては、次の事項に注意する。 

(ｱ) 一般的には、弁・栓類間の中央附近を選定する。 

(ｲ) 布設位置が変化する地点は、40ｍの標準以外に変化地点を追加して記入する。 

その他、監督員の指示による。 

(ｳ) 平面図に記された断面位置方向にあわせる。 

注）布設位置断面図は、平坦な地域の幅員の広い道路等で他の地下埋設物の位置等を記

入する必要のない場合は、「(2) 平面図 ス 布設位置のオフセット表示」により平

面図内に記入することにより省略することができる。 

エ 断面図の記入項目 

(ｱ) 道路全幅員 

歩車道の区分のある道路は、区分して寸法線により表示する。 

道路附帯施設のＵ字溝、Ｌ形溝等は判明できるよう製図する。 

(ｲ) 道路両側の状況 

道路両側の番地、家名等を記入する。 

法、崖、擁壁、塀等は判明できるよう製図する。 

(ｳ) 地上、地下施設物 

道路内の電柱、街路灯、ガードフェンス等及び、各種地下埋設物や構築物は、試掘調

査等により判明できた範囲で大きさ、長さ、深さを記入し、指定の記号をつけ表示する。

また、設計図書に記載された施設についても記入する。 

 

(5) 各種構造図及び詳細図 

ア 図面の配置 

各種構造図及び詳細図は、設計図面に準拠して実施工とあわせ、平面、断面、正面、側

面等を相互関連づけ順序よく詳細に製図する。 

イ 縮尺 

縮尺は設計図面に準拠する。 

ウ 主な構造図、詳細図等 

(ｱ) 管路における一般的なもの 

ａ 各種弁室築造工図（設計標準図は除く。） 

ｂ 連絡部詳細図 

ｃ 伏越部詳細図 
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ｄ 排水部詳細図 

ｅ 管保護工図（設計標準図は除く。） 

ｆ 管基礎工図 

注１）くい基礎の場合は、くいの配置と名称、くい径及び、くい長を記入する。 

注２）鉄筋コンクリートの場合は、配筋図を記入する。 

(ｲ) 特定な施設 

ａ 配水池 

配管、配筋、基礎等詳細図 

ｂ ポンプ場 

配管及びポンプ基礎等詳細図 

ｃ 橋梁添架・水管橋 

配管、基礎、管保護工等詳細図 

ｄ 循環式地下貯水槽 配管、構造等詳細図 

(ｳ) 推進、シールド工等の管路 

ａ 立坑 

配管、管保護工、配筋、立坑構造図等の詳細図 

ｂ 推進工 

配管、管保護工、サヤ管等の詳細図 

ｃ シールド工 

配管、一次及び二次覆工等の詳細図 

ｄ 共同溝 

配管 

(ｴ) 付帯施設（水道管工事以外の施設） 

ａ 擁壁、石積（展開図を含む） 

ｂ 排水設備 

ｃ 造園 

ｄ 電路、照明機器 

ｅ その他（地盤改良・残置仮設物等） 

 

(6) 配管図 

ア 図面の配置 

配管図は、別紙面を使用することを原則とするが、材料表と同一紙面としてもよい。 

この場合、配管図を左側又は、上側とし材料表は右側又は、下側に配置して平面図と同

方位にする。 

イ 縮尺 

縮尺は Not to scale（ＮＴＳ）とするが、「文字の大きさの最小値」を厳守すること。

（図面作成例参照） 



 

16 

 

ウ 記入項目 

配管図は、施工成果に基づき路線の形態及び配管の状態（曲管の水平、垂直使用等）が

判明できるよう平面図と相互関連（メッシュ境界線、接続線を表記）させて製図する。ま

た、他企業管や構造物等についても記入する。 

基本的に平面図と同一配置とするが、作図上の理由から配管図を分割する場合は、分割

線の表示をカタカナとする。 

(ｱ)  新設管路 

新設管の配管は、指定の「配管記号」により製図する。 

ａ 直管 

直管は、記号の上又は下に「○」を書き、○の中に使用数量を記入する。 

なお、２本以上連続使用した場合は、１本ごとを配管記号で製図しなくてよい。 

また、○の前に鋼管の場合は、「ＳＰ」、ステンレス鋼管の場合は「ＳＵＳ」と記

入する。 

ｂ 切管 

切管は、引出し線により次の事項を記入する。 

(a) 「切管口径×管長」 

(b) 管種 

 鋳鉄管（ＤＩＰ） 

Ｔ、Ａ、Ｋ、Ｕ等 

ＮＳ、ＧＸ、Ｓ50、Ｓ、ＵＳ、ＵＦ等（離脱防止継手） 

 鋼管（ＳＰ） 

 ステンレス鋼管（ＳＵＳ） 

(c) 切管の形態 

 鋳鉄管（ＤＩＰ）受口付 → Ｕ、両端挿口 → ⊥ 

（記入例）ＧＸ100×1,000 Ｕ     ＧＸ100×1,000 ⊥ 

Ｋ200×1,000 Ｕ      Ｋ200×1,000 ⊥ 

ＵＳ1,000×2,000 Ｕ    ＵＳ1,000×2,000 ⊥ 

Ｓ50×2,200 Ｕ  （Ｓ50 形は、この表記とする） 

 鋼管（ＳＰ） 

ＳＰ1,000×2,000 切 

 ステンレス鋼管（ＳＵＳ） 

ＳＵＳ1,000×2,000 切 

ｃ 異形管 

異形管は、引出し線により次の事項を記入する。 

なお、２個以上使用した場合は、末尾に「○」を書き、○の中に使用数量を記入

する。 

(a) ニ受Ｔ字管・排水Ｔ字管 
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「本管口径×支管口径」を記入する。 

（例）300×150   500×300 

(b) 片落管 

「大口径×小口径」を記入する。 

（例）150×100   800×500 

(c) 曲管 

度数・状態(「Ｈ；水平」「Ｖ；垂直」に区分する。)を記入する。 

（例）11 ﾟ 1/4(Ｈ)   22 ﾟ 1/2(Ｈ)   45 ﾟ(Ｈ) 

45 ﾟ(Ｈ) － ②   45 ﾟ(Ｖ) － ② 

(d) フランジ短管 

「Ｌ；長さ」を記入する。 

（例）Ｌ＝100  Ｌ＝150  Ｌ＝200 

(e) 不断水用割Ｔ字管 

「本管口径×取出し管口径」「名称」「材質（略称でもよい）」「製造業者名」を

記入する。 

（例）200×150 弁付不断水用割Ｔ字管（ＦＣＤ） 

   ○○○○○社 

   500×300 不断水用割Ｔ字管（ＳＳ） 

   ○○○○○社 

(f) 可撓管 

「口径×長さ」「名称」「材質（略称でもよい）」「製造業者名」を記入する。 

（例）300×1,000 ベローズ形伸縮管（ＳＳ） 

   ○○○○○社 

   500×2,000 ベローズ形伸縮管（ＳＳ） 

   ○○○○○社 

(g) その他・特殊材料 

「口径×長さ」「名称」「材質（略称でもよい）」「製造業者名」等を記入する。 

※ （a）～（d）鋼製品の場合は、最初に「ＳＰ又はＳＵＳ」と記入する。 

ｄ 弁・栓類等 

仕切弁、消火栓等の弁・栓類は、引出し線により次の事項を記入する。 

(a) 仕切弁 

「口径」と指定の「略称」又は「名称」及び「材質（略称でもよい）」「回転数

（口径 400mm 以上）」を記入し「通し番号」をつける。ただし、簡易不断水用仕切

弁の「通し番号」は不要。 

 なお、口径 400mm 以上は「製造業者名」を記入する。 

（例）100ＳＶ(ＦＣＤ) NO３ 

200ＳＶ(ＦＣＤ) NO２ 
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 300ＳＶ(ＦＣＤ) No.1 

 500ＳＶ(ＦＣＤ) No.5○○回（○○○○○社） 

 1,000ＢＶ(ＦＣＤ) No.2○○回（○○○○○社） 

(b) 消火栓・空気弁 

「口径」と指定の「略称」又は「名称」及び「材質（略称でもよい）」を記入し

「通し番号」をつける。 

（例）75ＦＨ（Ｓ）(ＦＣＤ) No.2 

   100ＡＶ(ＦＣＤ) No.3 

(c) 洗浄栓 

「口径」と指定の「略称」又は「名称」及び「材質（略称でもよい）」を記入し

「通し番号」をつける。 

（例）75ＦＨ（ｄ）(ＦＣＤ) No.1 

   75ＦＨ（D）(ＦＣＤ) No.2 

(d) その他、弁・栓類 

「口径」「名称」「材質（略称でもよい）」「製造業者名」を記入する。 

(ｲ) 連絡部の既設管（弁・栓類を含む） 

連絡部の既設管は、「破線」で管路を表示し、その上又は、下側に指定の「管種別略

称」、「口径」を記入する。また、「ライニングの有無」も記入する。 

(ｳ) 使用廃止・休止管、撤去管 

新設工事の図面には記入しない。ただし、新設工事と同一工事により施工し、特に新

設管との相互関係を明確にする必要がある場合は、「(2) 平面図 コ 使用廃止・休止

管路の記入及び サ 撤去管路の記入」に準じ該当事項を記入する。 

(ｴ) 各配管状態の表示 

次にあげる配管箇所には、その配管状態を表示する。 

ａ 連絡箇所 ； 「連絡」 

ｂ 伏越箇所 ； 「伏越」 

ｃ 上越箇所 ； 「上越」 

ｄ 橋梁添架箇所 ； 「橋梁添架」 

ｅ 河川横断箇所 ； 「河川横断」 

ｆ その他・特殊ヶ所 

(ｵ) 接続線の表示とメッシュ番号 

配管図は、250ｍメッシュ（縮尺 1/500 メッシュ）ごとに接続線の表示を行い、大メ

ッシュ番号小メッシュの番号を記入する。 

 

(7) 材料表 

ア 材料表の配置 

材料表は他の図と別紙面とすることを原則とするが、配管図と同一紙面としてもよい。 
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この場合、配管図を左側又は、上側とし、材料表は右側又は、下側とする。 

イ 材料表の区分及び記載要領 

材料表は、工事内容に応じて次の種別と順序により、それぞれにサブタイトルをつけ記

載する。 

(ｱ) 総合内訳表 

総合内訳表は、管種・口径別延長、弁・栓類の種別、基数を図３の内容により必要と

する欄を設け、口径の小さいものから口径別に記載する。工事路線が複数ある場合は、

すべての路線の内訳を総合して、工事場所(1)紙面に記載する。 

(ｲ) 新設管等材料表 

新設管等材料表は、新設した材料を図４の内容により欄を設け、次の事項に留意して

記載する。 

ａ 品名は、管種（ＤＩＰ（ＧＸ）、ＤＩＰ（Ｋ）等）又は材質（ＦＣ、ＦＣＤ、ＳＳ

等）と名称と記入する。 

 仕切弁とバタフライ弁及びソフトシール弁、立形と横形、継手（ＧＸ、ＮＳ、Ｋ、

Ｓ、フランジ等）を、又空気弁については、単口、急速等の区分を記入する。 

ｂ 記入順位は、口径の小さいものから口径、管種、弁・栓類別に表を区分して集計す

る。又、同口径で管種が異なる場合にも表を区分する。区分した表題に管種を記載す

ることにより、品名欄の管種を省略して表記すること。弁・栓類の別表は管種表の後

に口径別に区分して集計する。又、共通物品（明示シート等）については、口径別に

弁・栓類と同表に表記する。（図面作成例参照） 

ｃ 口径ごとの記入順位は、直管、切管、異形管、弁・栓類等、共通物品等の順位によ

る。なお、使用したボルトは、材質を記載する。 

ｄ 使用する材料で口径 400mm 以上は、管種、弁・栓類の製造業者名を記入する。 

ｅ 品名、形状・寸法、単位、付属品等の表記は局発行の「土木工事資材等単価表」等

に準じて表記する。 

ｆ 小型仕切弁室、洗浄栓室の築造材料摘要欄に「横浜市水道局設計標準図」名称欄記

載の土被りを表記する。（図面作成例参照） 

ｇ 特殊機器については末尾に記入する。 

 

(ｳ) 仮設管等材料表 

仮設管等材料表は、仮設工事に使用した材料を新設管等材料表の記入方法に準じて図

４の欄により記入する。 

(ｴ) 仮設撤去管等材料表 

仮設撤去管等材料表は、仮設工事として施工した管を撤去した場合に新設管等材料表

の記入方法に準じて図４の欄により記入する。 

(ｵ)  既設撤去及び使用廃止管 

「既設撤去及び使用廃止管」表は、既設管の撤去工事を施工した場合、又当該工事
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において使用廃止管扱いになるものについての管種、口径別延長並びに、弁、栓類の

基数を記入する。 

ウ 各種材料表の細部記入要領 

新設管、仮設及び仮設撤去管の材料表の記入は、次の要領による。 

(ｱ) 切管の記入方法 

ダクタイル直管を切使いした場合は、受口付きのものを「Ｕ」、両端さし口のものを

「⊥」と表示し、その使用内容により次のように記入する。 

ａ 直管１本を全部切使い使用した場合 

Ｕを先ず記入し、引続いて１本分の⊥を記入する。この場合、摘要欄で１本分をく

くって「１本」又は「①」と表示する。 

ｂ 残管のある場合 

使用したＵ又は⊥を記入し、摘要欄に残管を記入する。この場合、「残・Ｕ又は⊥」

と表示を行い、その長さを記入する。なお、使用した切管が２個以上ある場合は、ａ

と同様にくくって表示する。 

 鋼管については、Ｕ、⊥等の表示方法はないが上記に準じて記入する。 

(ｲ) 特定な異形管の記入方法 

ａ ニ受Ｔ字管及び排水Ｔ字管 

(a) 本管口径と支管口径が同じ場合 

本管長と支管長との合計を記入する。 

(b) 本管口径と支管口径が異る場合 

本管長を記入し、摘要欄に「支管」と明記して、支管口径と支管長を記入する。 

また、支管長は各口径別延長に加算する。 

ｂ 不断水用割Ｔ字管 

支管口径のみを記入する。（製造業者名を記入する。） 

ｃ フランジ付きＴ字管及びフランジ短管 

空気弁及び消火栓等設置のためのフランジ付きＴ字管の支管長は記入しない。 

ｄ 仕切弁副管Ａ、仕切弁副管Ｂ 

仕切弁副管Ａは、本管長を記入し、支管長は記入しない。 

仕切弁副管Ｂの管長は、記入しない。 

ｅ 片落ち管 

口径の大きい方を基準とし、管長を記入する。 

ｆ 継輪 

管長は、記入しない。（但し、ＳⅡ、ＮＳ、ＧＸ、Ｓ形を除く。） 

ｇ 伸縮管 

型式及び名称、材質、管長、製造業者名を記入する。 

(ｳ) 弁・栓類等 

ａ 副弁として使用した仕切弁は、本管仕切弁の次に記入し、形状寸法欄に「副弁」と
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明記する。なお、不断水連絡で使用した場合は不断水用仕切弁と明示する。 

ｂ 空気弁用の丸ハンドル付仕切弁、フランジ短管は、空気弁の次に記入し、丸ハンド

ル付仕切弁については、形状寸法欄に「空気弁用」と明記する。 

ｃ 消火栓用の補修弁、フランジ短管は、消火栓の次に記入する。 

ｄ 弁室用の材料は、当該使用した弁・栓類（仕切弁、消火栓、空気弁等）毎に区分し

て、副弁、補修弁等の次に記入する。この場合、形状寸法欄に「仕切弁用」「消火栓

用」「空気弁用」と明記する。 

(ｴ) 75mm 以下の新設工事において、私道内に管布設した場合内訳表に“公道、私道”欄

を設け消火栓欄を洗浄栓欄に変更する。（図面作成例参照） 

(ｵ) 水道用ステンレス鋼管の表記については、波状ステンレス鋼管を“ＣＳＳＰ”ステン

レス鋼管を“ＳＳＰ”表記に統一する。（すべての図面に適応） 
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図３  総 合 内 訳 表 の 標 準 寸 法 

口径 300mm 以下の場合の１例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
注１） 寸法は標準寸法を示す。 
注２） 仕切弁、消火栓、空気弁付消火栓の新設、仮設等の区分欄は、工事内容により設定する。 
注３） 仮設、仮設撤去等の欄は、工事内容により設定する。 
注４） その他、項目を追加することができる。 

 
口径 400mm 以上の工事がある場合の１例

1
2 

150 

200 

300 

6
 

6
 

6
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内 径 
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ＤＩＰ（ＧＸ）

 ｍ 

ＤＩＰ（Ｋ） 

 ｍ 

総 延 長 

  ｍ 
新 設 仮 設 仮 撤 撤 去 新 設 仮 設 仮 撤 撤 去 新 設 撤 去 

仕  切  弁 消  火  栓 空気弁付消火栓 仮  設 

  ｍ 

仮設撤去 

  ｍ 

撤  去 

  ｍ 

使用廃止管 

  ｍ 

 

100 

150 

300 

内 径 
mm

400 

600 

ＤＩＰ（ＮＳ） 
 ｍ 

ＤＩ Ｐ（Ｋ） 
 ｍ 

Ｓ   Ｐ 
 ｍ 

総 延 長 
 ｍ 

  弁  空 気 弁 

仕切弁 ﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁 ＡＶ 補修弁 
消火栓 

3 

3

1 

3 

1 
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図４  各種材料表の標準寸法 

 

                                 単位＝㎜ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注） 規定寸法は標準であるため、紙面の大きさにより多少増巾はよい。 

品名 形状寸法 数 量 単
位 単 長 延長 摘要 

適 宜 適 宜 30 適 宜 20 6 20 

6 
8 
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(8) 各種オフセット図 

各種オフセット図は、配水管等の布設位置及び仕切弁等付属設備の配置位置を明確にし、

事後の維持管理に支障を生じないようにするものである。 

ア 図面の配置 

図面の上が北となるよう配置する。 

また、連絡部分、各種弁位置、消火栓等の位置のオフセット図は、他の図とは別紙面と

し、各種オフセット図を複合して製図する場合は、それぞれのサブタイトルを表示し，平

面図に記入された符号の順に製図する。 

イ 記載要領 

オフセットの縮尺は 1/200 とし、管路は新設を実線、既設を破線で記入する。 

また、大メッシュ番号と小メッシュ番号もあわせて記入する。 

ウ オフセット測定場所の基準 

(ｱ) Ｔ字管の分岐点（口径 75mm 以上） 

(ｲ) 連絡ヶ所（引出し線で表示） 

(ｳ) 曲管 45 ﾟ以上（口径 400mm 未満）、11°1/4 以上（口径 400mm 以上） 

ただし、他の埋設物に伴う短距離の切廻しを除く。また、測定場所が同一図面内に多

数存在する場合「布設位置オフセット表示（平面図 DP,OP）」を併用して測定場所を減

らしてもよい。 

(ｴ) 新設管の管末（当該工事の施工により出来た既設管の管末を含む） 

(ｵ) 使用廃止管及び使用休止管の占用位置（始点、終点） 

(ｶ) その他、変化点でオフセット表示が望ましい点 

注）一般の道路平行部分の布設位置オフセットは、「布設位置オフセット表示」によ

り平面図内に直接記入することができる。 

(ｷ) バタフライ弁、仕切弁；引き出し線により、「口径」と指定の「略称」又は、「名

称」を記入し「通し番号」をつける。 

(ｸ) 消火栓、洗浄栓、空気弁付消火栓等は引き出し線により、「口径」と指定の「略称」

を記入し「通し番号」をつける。 

(ｹ) 空気弁 

(ｺ) 流量計 

(ｻ) その他の付属施設のボックス 

エ オフセット測量方法と製図 

  「配水管及び仕切弁等オフセット測量基準」による。 

オ 基準点、基準線の選定が困難な場合 

  測量地点が宅地造成中や道路拡幅工事中等により基準（点、線）選定が困難な場合は、

「配水管及び仕切弁等オフセット測量基準」を参考に監督員と創意工夫し図面作成を行う

こと。 
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(9) 口径 50mm 以下取付替オフセット図（共用止水栓オフセット図含む） 

ア 目的 

本管取付替位置、既設管接続位置（特に宅地内、外の位置）を明確にし、及び新設配水

管等の布設位置をより明確にする。 

イ 図面の配置、縮尺 

平面図と相互関連して作図すること。（北方向、配置を同一にする） 

縮尺は Not to scale（ＮＴＳ）とするが、「文字の大きさの最小値」を厳守すること。

（図面作成例参照） 

ウ 測定場所及び記入方法 

給水管取付替場所、関連する配水管の弁・栓類、及び監督員の指定した場所を測定場所

とし、各間の延長を測定する。 

その際、管延長ではなく測定箇所間の直線延長なので混同しないようにすること。 

配水管の弁・栓類の表示記号は配水管「(2)平面図」に準ずる。 

給水管取付替場所及び監督員の指定した場所を「●」とする。測定した延長を「ｍ」を

省略して「図面作成例」を参考に記入すること。 

   エ 取付替番号について 

原則として、設計図書の付与番号に準ずること。また、１番から連番で工事路線の始点

から終点まで付番すること。 

同一工事名で複数の工事場所がある場合でも、同様に１番から付番すること。 

（例）同一工事名で工事場所(1)、工事場所(2)、工事場所(3)がある場合の付番記入例 

   工事場所(1) １，２，３ 

   工事場所(2) ４，５，６，７，８ 

   工事場所(3) ９，10，11，12，13 

また、各工事場所(1)、(2)、(3)の図面上に記入されていなかった番号については、連

番である最後の次の番号 14 から付していくものとする。 

   オ 止水栓（施工上一時使用した止水栓は除く） 

     施工後操作できる止水栓を設置した場合のみ設置位置を表記する。 

カ 共用止水栓オフセット図（丁字分岐管は除く） 

前記「(8)各種オフセット図」の要領で共用止水栓を対象に作成する。記入項目は「図

面作成例」を参考にすること。同一紙面に収まらない場合は、別紙面に表記してもよい。 

 

２ 仮設工事 

仮設工事及び仮設撤去工事等は、新設工事と区分し、別紙面としなければならない。 

ただし、これらの工事が新設工事と同一工事により施工された場合は、案内図のみ共用する

ことができる。各完成図の作図にについては「１ 管新設工事及び既設管撤去工事」に準ずる。 

(1) 仮設工事完成図の種類 
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ア 案内図 

イ 平面図 

ウ 布設位置断面図 

エ 各種構造図及び詳細図 

オ 配管図 

カ 縦断図 

キ 各種オフセット図 

 (2)  仮設撤去工事完成図の種類 

ア 案内図 

「１ 管新設工事及び既設管撤去工事」に準ずる。 

イ 平面図 

(ｱ) 図面の配置 

(ｲ) 縮尺 

(ｳ) トレースの範囲 

上記については、「１ 管新設工事及び既設管撤去工事」に準ずる。 

(ｴ)記入項目 

ａ 管路図表示 

撤去管路は、「実線に波線」で表示を行い、その上又は、下側に「仮設管撤去」と明

記し、指定の「管種別略称」と「口径」を記入する。 

又、弁・栓類についても、指定の「管路記号」により表示する。 

ｂ 撤去管表示 

撤去管図は、新設管に準じ製図する。 

 

３ 管更生工事 

(1)  案内図 

「１ 管新設工事及び既設管撤去工事」に準ずる。 

(2) 平面図 

ア 図面の配置 

イ 縮尺 

ウ トレースの範囲 

上記については、「１ 管新設工事及び既設管撤去工事」に準ずる。 

エ 記入項目 

(ｱ)  更生管路表示 

ａ ライニング工事管路 

管路（作業坑内の新管を含む）は、「実線」とし、その上又は、下側に「ライニグ

工事」と明記し、指定の「ライニング塗装記号」を、次に「既設管」と明記し、指定

の「管種別略称記号」と「口径」を記入する。 
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なお、更生工事に使用した材料は、「材質」「製造業者名」等を記入する。 

ｂ 内挿管工事管路 

管路（作業坑内の新管を含む）は実線とし、その上又は下側に既設管の「管種別略

称記号」（指定）と「口径」次に（ ）書きで内挿管の「管種別略称記号」（指定）と

｢口径｣を記入する。 

例： CIP-38 インチ（SP-900） 

なお、内挿管（鋼管等を使用）の配管図を平面図に記入する場合は、「１ 管新設

工事及び既設管撤去工事」に準じ製図する。 

(ｲ) 作業坑の位置表示（残置のみ） 

作業坑の位置は、「引出し線」を出して「立坑」と明記し、「通し番号」をつける。 

(ｳ)  区間長の表示 

区間長は、「更生管路」と「新設管路」に区分し、次の地点を基点として「引出し線」

と「寸法線」を引き、その寸法線上に延長等を記入する。 

ａ 更生管路 

立坑間の更生管路（既設管）を始終点とし、管心長を記入する。 

ｂ 新設管路（立坑内の新設管を含む） 

既設管と連絡部との始終点とし、「新設管」と明記して、指定の「管種別略称記号」

と「口径」「管心長」を記入する。 

なお、その他の区分地点については、「１ 管新設工事及び既設管撤去工事」に準

ずる。 

(ｴ) メッシュ番号 

(ｵ) 接続線の表示 

(ｶ) 布設位置断面図の位置表示 

(ｷ) 布設位置のオフセット表示 

(ｸ) 各種詳細図の位置表示 

(ｹ) 既設管路（弁・栓類を含む） 

必要に応じ、「１ 管新設工事及び既設管撤去工事」に準じて記入する。 

(3) 布設位置断面図 

布設位置断面図は、立坑ヶ所を対象として製図する。 

なお、その他については、「１ 管新設工事及び既設管撤去工事」に準ずる。 

(4) 布設位置オフセット図 

(5) 各種詳細図 

(6) 配管図 

(7) 材料表 

上記については、「１ 管新設工事及び既設管撤去工事」に準ずる。 
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４ 坑内管新設工事 

シールド等工事の各種図面は、「１ 管新設工事及び既設管撤去工事」に準ずるが、次の内

容を付け加える。 

(1) 立坑の表示 

立坑の種類及び残置した場合は、その部分を所定の縮尺で表示し、引出し線等により、立

坑名称、深さ及び構造を記入する。 

(2) シールドのセグメント線等の表示 

シールドのセグメント線、推進の鞘管線等を所定の縮尺により記号表示する。 

なお、次の内容を引出し線等により記入する。 

ア シールド工事 

セグメント材名称と外径 

イ 推進工事（鞘管使用） 

配管図に準じ、鞘管材料名、管内径、単長、本数及び延長を記入する。 

ウ 充填材等の規格 

(3) 中心線測量成果図 

中心線測量成果図は、最末尾とし、他の図面とは別にする。 

シールド等の工事においては、工事完了後の中心線測量の成果を製図する。あわせて平面

図に中心点を表示する。
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第４ 表  示  記  号 
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１ 各種図面に使用する表示記号等の標準 

 

区分 No. 種      別 
表 示 方 法  摘           要 

表   示  

案 
 
 
 
 
 
 

内 
 
 
 
 
 
 

図 

1 サブタイトルと下線 案 内 図  

2 方 位 
Ｎ 

 

3 縮 尺 S＝1/5000  

4 地 形 図 の トレース  

 
 

5 大 メ ッ シ ュ 番 号 ４―１５ 
大メッシュ： 
縮尺 1/5,000 市内配水管図メッシュ 

6 小メッシュ線と番号 
 小メッシュ： 

縮尺 1/500 配管平面図メッシュ 

7 工 事 場 所 
 

図面作成例参照 

平 
 
 

面 
 
 

図 

1 サブタイトルと下線 平 面 図  

2 方 位 
Ｎ 

 

3 縮 尺 Ｓ＝１／５００  

4 地 形 図 の トレース   

 

 

 

１ 2 3 

１ 

工事場所 
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区分 No. 種      別 
表 示 方 法  摘           要 

表   示  

平 
 

                   
 

面                   
 
 
 

図 

5 
新 設 管 
更 生 管 

ＤＩＰ（GX）200 
線上に管種別略称と口径を記入。 
仮設管は｢仮設｣と表示。 

6 既 設 管 CIP200 
線上に管種別略称と口径を記入。 

7 
使 用 廃 止 管 
使 用 休 止 管 

CIP100－50 引出し線、寸法線により管種別略称、口径、延長を記入する。 

8 撤 去 管 
ＣＩＰ150－250 

仕切弁１基,消火栓 1 基 引出し線、寸法線により管種別略称、口径、延長、弁類の基数を記入する。 

9 
引 出 し 線 
寸 法 線 

  

10 
布設位置の断面位置

表 示 

①  ①′ 
                O.P2.60 

          D.P0.85  

順位はアラビア数字による。 
O.P は文字表示側からの距離とする。 

11 
布設位置のオフセッ

ト 表 示 

 O.P は OFFSET PIPE の略 
D.P は DEPTH PIPE の略。 

12 詳細図等の位置表示 
 

順位は、アルファベット大文字による。 

13 
仕切弁、小型消火栓、

空気弁等の通し番号 

SV 
FH（S）No.1 
AV 

順位は、アラビア数字による。 

 

14 メッシュ番号 4－15:2－2 メッシュ番号： 
大メッシュ番号と小メッシュ番号の組 

 

 

 

Ｏ.Ｐ 1.50 

Ｄ.Ｐ 1.20 

連絡Ａ 
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区分 No. 種      別 
表 示 方 法  摘           要 

表   示  

平 
 
 
 
 
 
 
 

面 
 
 
 
 
 
 
 

図 

15 接 続  線（Ａ） 
4－15:2－2 小メッシュの接続線に隣接して表示する。 

4－15:2－3 

16 接 続  線（Ｂ） 
            
       ′ 

１点鎖線を記入する。 

ローマ字はアルファベット順による。 

17 側 点 と 中 心 線 
Ｎo.1 

 

18 立 坑  
引出し線により立坑名、番号、構造名を記入。 

19 ベ ン チ マ ー ク 
Ｂ.Ｍ 57.635 

 

20 
シールドセグメント

推 進 鞘 管 
 
  

21 新 設 管 D I P ( G X ) 1 5 0 E P C 直管がエポキシ樹脂粉体塗装の場合は EPC を記入 

縦 
 
 

断 
 
 

図 

1 
サブタイトルと下線 
縮 尺 

 案内図・平面図と同様 

2 数 値 表 示 欄 
 

 

3 数値表示欄内数字   

4 数値表示欄内曲線 
 

150°21′20″ 
曲線の方向により山形を記入。 

 

 

◯Ａ 

◯Ａ  

  

測
点
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区分 No. 種      別 
表 示 方 法  摘           要 

表   示  

縦 
 
 
 
 
 
 
 

断 
 
 
 
 
 
 
 

図 

5 数値表示欄内管勾配 
ＬＥＶＥＬ 

及び    ％ 
 

6 縦 断 図 表 示 線  標高数値 

7 縦 断 図 内 水 準 点 
ＢＭ  Ｎo.1 

53.425 縦断図地盤高線上に記入 

8 新 設 管 
  

9 既 設 管 ＳＰ800 
 

10 支保工及び立坑等の線 
  

11 立坑名及び区間長 
立坑 No.１ 

200m 
 

12 地 質 及 び Ｎ 値  
 

13 
引 出 し 線 
寸 法 線 

  

布

設

位

置

断

面 

1 
サブタイトルと下線 
縮 尺 

 案内図・平面図と同様 

2 断 面 図  既設埋設物等を記入 

3 断 面 位 置 表 示 ① － ①′  

 

 

SP  800×500 切

SP800⑤SP800⑥

SP800×1,000 切 
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区分 No. 種      別 
表 示 方 法  摘           要 

表   示  

布 
 
 

設 
 
 

位 
 
 

置 
 
 

断 
 
 

面 
 
 

図 

4 
引 出 し 線 
寸 法 線 

  

5 新 設 水 道 管 新設 200 管径を記入する。 

6 既 設 水 道 管 ＣＩＰ150 ◯Ｗ  管種の略称及び管径を記入する。 

7 工 業 用 水 管 200 工水 管径又は形状を記入する。 

8 下 水 管 300 ◯下  
 

9 ガ ス 管 150 ◯Ｇ  
 

10 Ｎ Ｔ Ｔ 管 路 75 ◯Ｔ４条 
 

11 東 電 管 路 75 ◯Ｅ４条 
 

配 
 
 

管 
 
 

図 

1 サブタイトルと下線  案内図・平面図と同様 

2 配 管 記 号 
 

 

3 引 出 し 線 200×100  

4 そ の 他  
 

 

 

⑤ 
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区分 No. 種      別 
表 示 方 法  摘           要 

表   示  

材 
 
 
 
 

料 
 
 
 
 

表 

1 各サブタイトルと下線 新設管材料表 
 

2 総合内訳表の外枠  
 

3 総合内訳表の内仕切線  
 

4 各 材 料 表 の 外 枠  
 

5 各材料表の内仕切線  
 

6 文 字 ・ 数 字  
 

 

 

２ 管種別略称及び配管記号等 

 

ＮＯ 
管   種 

継  手 
配 管 記 号 

備   考 
適用呼び径 
（ｍｍ） 

 
名  称 略 称 基  準 接 合 状 況 

１ ダクタイル鋳鉄管 DIP 

Ｋ 形   90°       
 離脱防止押輪 

75～2600 

Ｔ 形  
 離脱防止押輪 

75～200 

Ｋ Ｆ 形  
  

300～900 

  

直線 



 

36 

 

ＮＯ 
管   種 

継  手 
配 管 記 号 

備   考 
適用呼び径 
（ｍｍ） 

 

名  称 略 称 基  準 接 合 状 況 

１ ダクタイル鋳鉄管 DIP 

Ｕ Ｆ 形 
  

 700～2600 

Ｎ Ｓ 形 
  ライナー   離脱防止

押輪 75～1000 

Ｇ Ｘ 形 
  ライナー    G－Link 

75～400 

Ｓ Ⅱ 形 
  ライナー 

75～400 

Ｓ 形 
   

500～2600 

Ｕ Ｓ 形    
700～2600 

Ｓ 5 0 形 
  ライナー 抜け止め押輪 

50 

Ｐ Ⅱ 形 
   

400～1350 

Ｐ N 形 
  

 
 
 

 
関連する記号は JDPA 規

格書による 
 

300～1500 

フ ラ ン ジ 形 

  
RF 形‐RF 形 

 
RF 形‐GF 形 

75～2600 

Ａ 形  90° 

  
 
 
離脱防止押輪 

既設管のみ 
75～300 

  

口径に応じ大きさをかえる。 
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ＮＯ 
管   種 

継  手 
配 管 記 号 

備   考 
適用呼び径 
（ｍｍ） 

 
名  称 略 称 基  準 接 合 状 況 

 
 ２ 
 

高 級 鋳 鉄 管 ＣＩＰ 

ソケット継手  
 使用廃止 

既設管のみ 
75～1500 

メカニカル継手  
 

 
 ３ 亜 鉛 メ ッ キ 鋼 管 Ｇ Ｐ 

溶 接 継 手 

 

 使用廃止 既設管のみ 
10A～300A ネ ジ 継 手 

 
 ４ ビニルライニング鋼管 ＳＧＰ－ＶＢ 

ネ ジ 継 手 外面：亜鉛メッキ 
内面：ビニルライニング 15A～150A 

フランジ継手 20A～350A 

 
 
 ５ 塗 覆 装 鋼 管 Ｓ Ｐ 

溶 接 継 手 
外面：タールエポキシ樹脂 
ポリウレタン、ポリエチレン、アス

ファルト塗装 
内面：モルタルライニング、エポキ

シ樹脂 

80A～1500A フランジ継手 

 
 ６ ステンレス鋼鋼管 Ｓ Ｕ Ｓ 

溶 接 継 手  

フランジ継手 

 
 ７ 石 綿 セ メ ン ト 管 ＡＣＰ 石綿セメント継手 

鋳 鉄 継 手  
 使用廃止 

既設管のみ 

 
 ８ 

プ レ ス ト レ ス ト 
コ ン ク レ ー ト 管 

ＰＣＰ    
  特定の管路のみ 

 

 
 ９ 

プレストレストコンクリー

トスチールシリンダー管 ＰＣＣＰ    
 特定の管路のみ 

 

 
１０ 

遠 心 力 鉄 筋 
コ ン ク リ ー ト 管 

ＨＰ   
 推進管、サヤ管 

 

 
１１ 硬質塩化ビニル管 ＨＩＶＰ T S 継 手  

  
20～50 

 

 

（溶接継手） 

空間 
（ネジ継手） 

（フランジ継手） 
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３ ライニング工事及び塗覆装工事別記号 

 

区 分 
防  食  材  料 

摘   要 記   入   例 
名      称 記  号 

内 面 

シールホースライニング 
 

更生工事 
（更生工事により施工された管路） 

 
 
  Ｃ Ｉ Ｐ       Ｃ Ｉ Ｐ   
 
 
   管種略称 ライニング記号 

 
 

 
 
 
 

（鋼 管） 
 
       ＳＰ ・ＰＵ ・  
 
 
      管種略称   外面   内面 

 
 
 
 
 
 
 
 

エポキシ樹脂ライニング 
 

更生工事 
塗覆装鋼管 

モルタルライニング 
 更生工事 

塗覆装鋼管 

タールエポキシ樹脂ライニング 
 

塗覆装鋼管 

コールタールエナメル 
 

塗覆装鋼管 

ビニルライニング 
 

亜鉛メッキ鋼管 

外 面 

タールエポキシ樹脂 Ｔ 塗覆装鋼管 

ポリウレタン ＰＵ 塗覆装鋼管 

ポリエチレン ＰＥ 塗覆装鋼管 

アスファルト塗装 Ａ 塗覆装鋼管 

コールタールエナメル塗覆装 Ｃ 塗覆装鋼管 

防食テープ 
 

水管橋 

防錆塗料 
 

水管橋 

 

Ｈ 

Ｅ 

Ｃ 

Ｍ 

Ｔ 

Ｖ

Ｈ Ｅ 

Ｍ 
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４ 配管記号 

 

ＮＯ 名 称 
ダ ク タ イ ル 鋳 鉄 管 

鋼 管 
K 形 T 形 K F 形 U F 形 N S 形 G X 形 S Ⅱ 形 S 形 U S 形 Ｓ50 形 P Ⅱ 形 A 形 

１ 直 管 
             

２ 二受 T 字管 

             

３ 
挿 受 
片落管 

         (GX)    

４ 
曲 管 
９０° 

             

５ 
曲 管 
４５° 

             

６ 
曲 管 

２２°1/2 

             

７ 
曲 管 

１１°1/4 

             

８ 
曲 管 
５°5/8 

             

９ 乙 字 管 
             

１０ 
フランジ 
付 T 字管 

             

１１ 
排水 

T 字管 

             

１２ 継 輪 
            バンド 
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ＮＯ 名 称 
ダ ク タ イ ル 鋳 鉄 管 

鋼 管 
K 形 T 形 K F 形 U F 形 N S 形 G X 形 S Ⅱ 形 S 形 U S 形 S 5 0 形 P Ⅱ 形 A 形 

１３ 
長 尺 
継 輪 

     両受短管    両受短管    

１４ 
離脱防止継輪 

乙 

     G-Link    抜け止め押輪    

１５   栓 
             

１６   帽 
             

１７ 短 管 １ 号 
             

１８ 短 管 ２ 号 
             

 
１９ 

仕切弁副管 
A １ 号 

             

２０ 
仕切弁副管 
A ２ 号 

            

２１ 
仕切弁副管 
B １ 号 

             

２２ ふ た 
             

２３ ら っ ぱ 口 
             

２４ 
フ ラ ン ジ 
短 管 
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５ 漏水防止金具、伸縮継手、割 T 字管等配管記号 

 

NO 名 称 種 類 記 号 記 入 例 備 考 NO 名 称 種 類 記 号 記 入 例 備 考 

１ 
石 綿 管 用 
短 管 甲 

 ツメ形  
石綿管と接合 
φ75～φ150 

８ 伸 縮 管 

テレスコピ

ック型 

 フランジ 

FCD 

２ 
石 綿 管 用 
短 管 丙 

 ツメ形  
石綿管と接合 
φ75～φ150 

 
SS 

３ 
石 綿 管 用 
挿 口 短 管 

   
石綿管と接合 
φ 2 0 0 以 上 

ベローズ型 

  ゴムベロー

ズは「ゴム」

と表示 

４ 石綿管継手 
     

SS 

５ 
石 綿 管 
鋳鉄管継手 

    ユニバーサ

ル型 

  
SS 

６ 管補修金具 

鋳鉄管用 
   ビクトリッ

ク型 

   

石綿管用 
   クローザー

A 型 

   

７ 
漏 水 防 止 
金 具 

ソケット 
   クローザー

B 型 

   

仕 切 弁 
  

９ 可 動 継 手 
   

FCD 
SS 

継 輪 
  

１０ 
不 断 水 
割 T 字 管 

   FCD・SS 
φ300~ 

８ 伸縮継手管 ドレッサー型 

   作 業 用 
バ ル ブ 付 
（ 表 函 な し ） 

  
φ75~φ200 
FCD・SS 

作 業 用 
バ ル ブ 付 
（ 表 函 あ り ） 

  
 

φ75~φ200 
FCD・SS 

ACP DIP 

ACP DIP 

ACP DIP 

2 個 

1 個 

Ｍ 
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６ 弁類等付属設備の配管記号と管路記号 

NO 名  称 略称 
配 管 記 号（配 管 図 用） 管 路 記 号（平 面 図 用） 

配管記号 記 入 例 摘  要 管路記号 摘  要 

１ 仕 切 弁 SV 

 K 形離脱防止押輪    

フランジ形  

２ ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁 SSV 

 フランジ形    

GX 形    

NS 形  

S50 形  

３ バ タ フ ラ イ 弁 BV  フランジ形    

４ 不 断 水 閉 止 弁 ISV(T)      

５ 
不断水式本ﾊﾞﾙﾌﾞ 
( ｽ ﾙ ｰ ｽ 弁 ) ISV      

６ 
不断水式本ﾊﾞﾙﾌﾞ 
（バタフライ弁） IBV      

７ 
不断水式本ﾊﾞﾙﾌﾞ 
（副弁内蔵式ﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁） 

IBBV      

８ 
副 弁 内 蔵 式 
バ タ フ ラ イ 弁 BBV  フランジ形    

９ 
NS 形充水機能付き 
バ タ フ ラ イ 弁 FBV      

１０ 
GX 形充水機能付き 
バ タ フ ラ イ 弁 FBV     

１１ 多 目 的 仕 切 弁   フランジ形    小型消火栓 

M 

電動式 電磁式 ハンドル式 

横型仕切弁 バイパス弁 
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NO 名  称 略 称 
配 管 記 号（配 管 図 用） 管 路 記 号（平 面 図 用） 

配管記号 記 入 例 摘  要 管路記号 摘  要 

１２ 緊 急 開 放 弁       ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ表示なし 

１３ 緊 急 閉 止 弁      マッピング表示なし 

１４ ス ト レ ー ナ      マッピング表示なし 

１５ 双 口 空 気 弁 

AV 

         
双口空気弁 

 
         短管 

 
        ハンドル付 

       フランジ仕切弁

または補修弁 

  

１６ 単 口 空 気 弁    

１７ 
急 速 空 気 弁 
(小型空気弁含む) 

    

１８ 
空 気 抜 き 
（分水栓使用） F F       ○a   

１９ 双 口 消 火 栓 
FH 

        単口消火栓 

        短管 

        補修弁 

 

                

  

２０ 単 口 消 火 栓     

２１ 小 型 消 火 栓 FH（S）     補修弁内臓 

２２ 空気弁付消火栓 AFH      

２３ 空気弁付小型消火栓 AFH（S）      

２４ 緊 急 給 水 栓 FH      

２５ 船 舶 給 水 栓       

AB AB 

S 

 A  A 

A 

 A 

F 

双 

給 

AB 

S S 

C C C 
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NO 名  称 略 称 
配 管 記 号（配 管 図 用） 管 路 記 号（平 面 図 用） 

配管記号 記 入 例 摘  要 管路記号 摘  要 

２６ 逆 止 弁 CV      

２７ 減 圧 弁       

２８ 水 圧 調 整 弁       

２９ 定 流 量 弁       

３０ 水 道 計 測 設 備   

３１ 補 修 弁       

３２ ロ ー タ リ ー 弁 RV      

３３ 排 水 設 備       

３４ 片 落 管       

３５ 翼 車 形 流 量 計 

M 

     

３６ 電 磁 流 量 計      

３７ 超 音 波 流 量 計      

３８ 
ベンチュリー型 

流 量 計 

     

３９ ポンプ及びモーター 
    

 

 

  

 P 

 S S S S S 吹き上げ 

M M 

MM

 M 

 M 

 M 

M 

 M  M 

 M 

M

  

P M P P 

又
は 

又
は 

又
は 

工業用水 

逆止弁 
省 略 

孫 タイプ３ タイプ１ タ イ プ １ 
（可逆式） 

一
次
側 

一
次
側 

二
次
側 

二
次
側 

P P 

又
は 

S 
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NO 名  称 略 称 
配 管 記 号（配 管 図 用） 管 路 記 号（平 面 図 用） 

配管記号 記 入 例 摘  要 管路記号 摘  要 

４０ ボ ー ル タ ッ プ 
      

４１ 洗 浄 栓 ＦＨ(d) 
    φ350 洗浄栓用人孔鉄蓋 

４２ うず巻き式洗浄栓 ＦＨ(e) 
     

４３ 
急 速 空 気 弁 

（玉押し対応型） 
ＡＶ 

       

４４ 洗 浄 栓 ＦＨ(D) 
    φ600 洗浄栓用人孔鉄蓋 

 

４５ 空気弁付洗浄栓 AFH（D） 
    φ600 洗浄栓用人孔鉄蓋 

 

 

洗 洗 洗 
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7 口径５０ｍｍ以下配管記号と管路記号 

ＮＯ 

配   管   記   号 管 路 記 号 

名  称 略 称 配管記号 記  入  例 摘 要 管路記号 摘 要 

１ 止水栓 
      

２ 共用止水栓 
      

３ プラグ 
      

４ 自在継手 
      

５ エルボ 
      

６ 違径エルボ 
      

７ チーズ 
      

８ 違径チーズ 
      

９ 違径ソケット 
      

 
１０ 

ユニオン 
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NO 

配  管  記  号 管 路 記 号 

名  称 略 称 配管記号 記  入  例 摘 要 管路記号 摘 要 

 
１１ M・ソケット２型 

      

 
１２ 三方バルブ 

      

１３ ソケット類 
      

 
１４ 

水道用ｻﾄﾞﾙ付分水栓 
（自在継手２型） 

      

１５ 
水道用ｻﾄﾞﾙ付分水栓 
（取出しソケット） 

      

 
１６ 

水道用ｻﾄﾞﾙ付分水栓 
（絶縁袋ナット式分・

止水栓ソケット） 
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第５ 図面作成例 
 

 

 

 

 

 



１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

１

２

３

４

５

６

１

２

３

４

５

６

遊
遊

遊

遊

調

調

調

調

調

遊

案　　内　　図
○－○

西谷高校

東公園

道志公園

野毛山中学校

百三十周年記念公園

道志村
小学校

工事場所（１）

 ○○区○○町○番地○地先から

○○町○丁目○番地○地先まで 

工事場所（２）

 ○○区○○町○番地○地先から

○○町○丁目○番地○地先まで 

Ｎ

S＝1/5,000

工事場所（１） 工事場所（２）

図　名

縮　尺

図　番

摘　　　　　　　　　　要

弁室等の構造図は横浜市水道局設計標準図による。

メッシュ
番　号

工事名

年　度
設　計係　長

起　工

現場代理人現場代理人 工事場所番　号
1

○　○　係 ○　○　係

○○ ○○ ○○ ○○ ○○○○株式会社

○○　○○
横浜市水道局○○部○○○○

○○ほか1か所○○○○○○○○○○○○工事

○○
○ ○○

主任監督員 担当監督員

○○区○○町○番地○地先から○○町○丁目○番地○地先までほか1か所
請負人

工　期
案内図○-○:4-3,5-2,5-3,6-2,7-1,7-2,8-2

S＝1/5,000

○令和○年○月○日～令和○年○月○日
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道志パークエミネンス
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道志村ハイツ

46－32

西谷土建(株)
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蒔田
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北川

58－9

58－10

58－3258－22

櫻井

市毛
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渡邉
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黒瀬

58－42
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市立道志村小学校
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弁室等の構造図は横浜市水道局設計標準図による。
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番　号

工事名

年　度

請負人

設　計係　長

起　工

工事場所番　号

継手情報

2

○　○　係 ○　○　係

○○○○○○○○ ○○○○株式会社

○○　○○
横浜市水道局○○部○○○○

○○形路線

主任監督員 担当監督員

○○ほか1か所○○○○○○○○○○工事

○○○○区○○町○番地○地先から○○町○丁目○番地○地先まで
○ ○○

工　期

10m

1:500

○-○:4-3,5-2,5-3,6-2

現場代理人

S=1/500　工事場所(1)

平面図（1/5）
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図　番

摘　　　　　　　　　　要

弁室等の構造図は横浜市水道局設計標準図による。
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番　号

工事名

年　度

請負人

設　計係　長

起　工

現場代理人 工事場所番　号
3

○　○　係 ○　○　係

○○○○○○ ○○ ○○○○株式会社

○○　○○
横浜市水道局○○部○○○○

担当監督員主任監督員

○○ほか1か所○○○○○○○○工事

○○
○ ○○

○○区○○町○番地○地先から○○町○丁目○番地○地先まで

工　期

現場代理人

○-○:4-3,5-2,5-3,6-2

S=1/500　工事場所(1)

平面図（2/5）令和○年○月○日～令和○年○月○日 ○
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弁室等の構造図は横浜市水道局設計標準図による。

メッシュ

番　号

工事名

年　度工　期

請負人

設　計係　長

起　工

現場代理人現場代理人 工事場所番　号
4

主任監督員 担当監督員

○○ ○○ ○○ ○○

横浜市水道局○○部○○○○

○　○　係 ○　○　係

○○○○株式会社

○○　○○

○○ほか1か所○○○○○○○○○工事

○○
○ ○○

○○区○○町○番地先から○○町○丁目○番地○地先まで

○-○:4-3,5-2,5-3,6-2

S=1/500　工事場所(1)

平面図（3/5）
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○ ○○
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弁室等の構造図は横浜市水道局設計標準図による。
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凡例　●＝防護コンクリート

図　名

縮　尺

図　番

摘　　　　　　　　　　要

弁室等の構造図は横浜市水道局設計標準図による。

メッシュ
番　号

工事名

年　度工　期

請負人

設　計係　長

起　工

現場代理人現場代理人 工事場所番　号
10

○　○　係 ○　○　係

○○ ○○ ○○ ○○ 株式会社　○○○○

○○　○○
○　○○

主任監督員 担当監督員

横浜市水道局　○○部　○○○○

○○ほか1か所○○○○○○○○○工事

○○

○-○:4-3,5-2,5-3,6-2
配管図（1/5）

S=NTS　工事場所(1) 

○○区○○町○番地○地先から○○町○丁目○番地○地先まで

○令和○年○月○日～令和○年○月○日

GX　150管栓

K　150管栓

（既設管）



S＝NTS

○－○：5－2，5－3

継手情報 ○○形路線
Ａ
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11°1/4(Ｈ)

二受Ｔ字管　150×100
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11°1/4(Ｈ)

1

1

1

150×75（ﾌﾗﾝｼﾞ付Ｔ字管）
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GX　150×1,200
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1

17

4
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配　管　図（2/5）工事場所(1) 

凡例　●＝防護コンクリート

図　名

縮　尺

図　番

摘　　　　　　　　　　要

弁室等の構造図は横浜市水道局設計標準図による。

メッシュ

番　号

工事名

年　度工　期

請負人

設　計係　長

起　工

現場代理人現場代理人 工事場所番　号
11

○　○　係

○○ ○○

○　○　係

○○ ○○ 株式会社　○○○○

○○　○○
○　○○

担当監督員主任監督員

横浜市水道局　○○部　○○○○

○－○　:　4－3，5－2，5－3，6－2

○○ほか1か所○○○○○○○○○工事

○○

S=NTS　工事場所(1)

配管図（2/5） 

○○区○○町○番地○地先から○○町○丁目○番地○地先まで

令和○年○月○日～令和○年○月○日 ○
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GX　100×1,350　Ｕ

22°1/2(Ｈ)

GX　100×1,000

GX　100×2,800　Ｕ

GX　100×1,200

二受Ｔ字管　100×100

二受Ｔ字管　100×100

S＝NTS

二受Ｔ字管　100×100

Ｂ’

ウ ウ’

ウ ウ’

Ｎ
○－○：5－3

○－○：4－3

○－○：4－3

配　管　図（3/5）工事場所(1) 　　

継手情報 ○○形路線

凡　例　●＝防護コンクリート

DI
P1
50
　
H.
6決

10

図　名

縮　尺

図　番

摘　　　　　　　　　　要

弁室等の構造図は横浜市水道局設計標準図による。

メッシュ

番　号

工事名

年　度工　期

請負人

設　計係　長

設　計　係 工　事　係

起　工

現場代理人現場代理人 工事場所番　号
13

○○

○○ほか1か所○○○○○○○○○工事

○○区○○町○番地○地先から○○町○丁目○番地○地先まで

○　○○
○○　○○

株式会社　○○○○

主任監督員 担当監督員

○○ ○○ ○○ ○○

横浜市水道局○○部○○○○

○-○:4-3,5-2,5-3,6-2

S=NTS　工事場所(1) 

配管図（3/5）○令和○年○月○日～令和○年○月○日

Ｋ　100管栓

(ﾌﾗﾝｼﾞ付Ｔ字管）

100×75

GX　100管栓

GX　100管栓

GX　100管栓



ｍｍ ｍ
口　　径 ＤＩＰ(GX)

100
150

ｍ
総　延　長

ｍ 撤　去新 設 撤　去新 設 撤　去新 設

消火栓(　基）仕切弁(　基）ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁(基）

撤　去新 設 ｍ
撤　　去

ｍ
一時使用

撤　去新 設

洗浄栓(　基）
ＤＩＰ(Ｋ)

2

空気弁付消火栓(基）

3

ｍｍ ｍ
口　　径 ＤＩＰ(GX)

100
150

ｍ
総　延　長

ｍ 撤　去新 設 撤　去新 設 撤　去新 設

消火栓(　基）仕切弁(　基）ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁(基）

撤　去新 設 ｍ
撤　　去

ｍ
一時使用

撤　去新 設

洗浄栓(　基）
ＤＩＰ(Ｋ)

空気弁付消火栓(基）

1

総　合　内　訳　表

内　訳　表　工事場所(1)

464 604 1 600 466 204 8

553 774 3 557 7 5 21 2

13

8

4

5 1

6

3

936 868 5 362 942 230

566 7 573 2000

218

218

1 320

4 127

410 410

392 166

ｍ
使用廃止

42 400

7

5

ｍ
使用廃止

42 400

12

5

82 500

498

489 350

484 760

860

881 950

3

4

7

4

新設管等材料表（1/3）工事場所(1)

摘　　要形状寸法品　　名 単
位

延　　長単　長数　量

000000本直　管 1種(接)φ100×4,000　　　 494 376

Ｕ 1 本φ100×1,350 1 350

Ｕ 1 本 1φ100×1,000 000

1 本 1φ100×1,000 000

1 本 1φ100×1,000 000

1 本 1φ100×1,000 000

Ｕ 1 本φ100×2,800 2 800

1 本 1φ100×1,200 200

Ｕ 1 本φ100×1,450 1 450

1 本φ100×1,200 1 200

1 本 1φ100×1,000 000

Ｕ 1 本 1φ100×1,000 000

1 本φ100×1,100 1 100

1 本 1φ100×1,000 000

Ｕ 1 本 1φ100×1,000 000

1 本 1φ100×1,200 200

Ｕ 1 本 1φ100×1,000 000GX－K

1 本 1φ100×1,300 300

650　　残

800　　残

①

450　　残

700　　残

1,800　　残

1 本 1φ100×1,500 500

Ｕ 1 本φ100×2,600 2 600

1 本φ100×2,200 2 200

1 本φ100×1,000 1 000

Ｕ 1 本φ100×1,000 1 000

Ｕ 1 本 2φ100×2,550 550

1 本φ100×1,250 1 250

Ｕ 1 本 1φ100×1,550 550

1 本 1φ100×1,600 600

Ｕ 1 本 1φ100×1,950 950

1 本 2φ100×2,000 000

Ｕ 1 本 1φ100×1,350 350

1 本φ100×2,450 4502

400　　残

800　　残

200　　残

850　　残

50　　残

200　　残

1 本 1φ100×1,000 000GX－K

500　　残

Ｕ 1 本 1φ100×1,900 900

1 本 1φ100×1,750 750

Ｕ 1 本 1φ100×1,000 000

1 本 3φ100×3,000 000

①

摘　　要形状寸法品　　名 単
位

延　　長単　長数　量

1 本φ100×2,500 2 500

1 本φ100×2,200 2 200

Ｕ

Ｕ

1,500　　残

1,800　　残

1 本 800φ100×1,800 1 Ｕ2,200　　残

1 本φ100×1,350 1 350 2,650　　残Ｕ

個曲 管 φ100×45° 416

個曲 管 φ100×22°1/2 380

個曲 管　（両　受） φ100×45° 156

曲 管　（両　受） φ100×22°1/2 個 120

個曲 管 φ100×11°1/4 360

6

2

個ニ受Ｔ字管 590φ100×φ100

(7.5K)形式2ﾌﾗﾝｼﾞ付Ｔ字管 個φ100×75 440

継　輪 個φ100 200

両受短管 φ100 個 20

個ニ受Ｔ字管 φ150×φ100 140 支管部

936

240

2

8

8

4

4

5

2

3 328

3 040

1

560

360

2002

40

G－LINK 個 (ゴム輪、Ｔ頭Ｂ・Ｎ含む)

(ゴム輪、押輪、Ｔ頭Ｂ・Ｎ含む)

φ100

φ100

ライナ 個φ100

組接合部品(異形等用)

ＧＸ・小計

7 400

464

1 本φ100×3,500 3 500

1 本φ100×3,400 3 400

Ｕ

Ｕ

500　　残

600　　残

1 本φ100×2,800 2 800 Ｕ1,200　　残

1 本φ100×2,900 2 900 Ｕ1,100　　残

5 800

1

604

52

36

23

350　　残

新設φ100　DIP(ＧＸ）(EPC) 新設φ100　DIP(ＧＸ）(EPC)

図　名

縮　尺

図　番

摘　　　　　　　　　　要

弁室等の構造図は横浜市水道局設計標準図による。

総合内訳表メッシュ

番　号

工事名

年　度工　期

請負人

設　計係　長

起　工

現場代理人現場代理人 工事場所番　号
17

○　○　係 ○　○　係

○○ ○○ ○○ ○○ 株式会社　○○○○

○○　○○
○　○○

担当監督員主任監督員

横浜市水道局　○○部　○○○○

○ー○：4－3，5－2，5－3，6－2

○○ほか1か所○○○○○○○○工事

○○

内訳表
新設管等材料表（1/3）

工事場所(1) 

○○区○○町○番地○地先から○○町○丁目○番地○地先まで

○令和○年○月○日～令和○年○月○日



摘　　要形状寸法品　　名 単
位

延　　長単　長数　量

Ｕ 1 本

000000本直　管 1種(接)φ150×5,000　　　 5

2

92

φ150×2,700 700

460

1 本 000φ150×2,000 2

Ｕ 1 本 2φ150×2,500 500

1 本φ150×2,500 2 500

Ｕ 1 本φ150×1,000 1 000

Ｕ 1 本 000φ150×2,000 2

1 本 000φ150×3,000 3

Ｕ 1 本φ150×1,000 1 000

1 本φ150×1,650 1 650

1 本 1φ150×1,200 200

1 本 1φ150×1,200 200

1 本φ150×1,300 1 300

Ｕ 1 本φ150×1,100 1 100

1 本 1φ150×1,000 000

1 本φ150×1,750 1 750

Ｕ 1 本 2φ150×2,900 900

1 本φ150×1,100 1 100

1 本 1φ150×1,000 000

Ｕ 1 本φ150×1,500 1 500

1 本 1φ150×1,300 300

1 本φ150×1,200 1 200

Ｕ 1 本 1φ150×1,000 000

1 本φ150×2,600 2 600

1 本 1φ150×1,000 000

Ｕ 1 本 1φ150×1,350 350

1 本 1φ150×1,600 600

1 本φ150×2,000 2 000

Ｕ 1 本 1φ150×1,000 000

300　　残

①

1,150　　残

①

1,500　　残

1,150　　残

①

1,000　　残

400　　残

50　　残

1 本 1 200φ150×1,200

1 本 1φ150×1,250 250GX－K

1,550　　残

Ｕ 1 本φ150×3,200 3 200

1 本φ150×1,200 1 200

Ｕ 1 本φ150×3,950 3 950

1 本 1φ150×1,000 000

600　　残

50　　残

1 本φ150×3,550 3 550 Ｕ1,450　　残

1 本 1φ150×1,700 700

1 本φ150×2,250 2 250

1 本 1φ150×1,250 250

1 本 1φ150×1,000 000

1 本φ150×2,350 2 350

1 本 1φ150×1,100 100

Ｕ1,050　　残

Ｕ2,750　　残

Ｕ1,550　　残

新設φ150　DIP(ＧＸ）(EPC)

新設管等材料表（2/3）工事場所(1)

一時使用φ100　DIP(Ｋ)

摘　　要形状寸法 単
位

延　　長単　長数　量品　　名

φ100 （接）　個継　輪

φ100 （接）離脱防止押輪 個

栓 個

ゴム輪（Ｋ型）

Ｔ頭ボルト・ナット

個

本Ｍ20×100

φ100

φ100

Ｋ・小計

基φ75 (7.5K)形式1(接)補修弁内蔵

組人孔鉄蓋 φ600 FCD洗浄栓用

フランジ短管 個 （7.5K）形式2

レジンコンクリート弁室

レジンコンクリート弁室

レジンコンクリート弁室

個

個

個

円形4号上部壁φ600×200(200A）

円形4号下部壁φ600×200(200C）

円形4号底版φ600×40(40P)

接合部品(フランジ形) （7.5K)組φ75

(7.5K)形式2ﾌﾗﾝｼﾞ付Ｔ字管 個φ100×75 660

洗浄栓(FCD)

φ75　Ｌ＝200

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

1 320

1 320

図　名

縮　尺

図　番

摘　　　　　　　　　　要

弁室等の構造図は横浜市水道局設計標準図による。

メッシュ

番　号

工事名

年　度工　期

請負人

設　計係　長

起　工

現場代理人現場代理人 工事場所番　号
18

○　○　係 ○　○　係

○○ ○○ ○○ ○○ 株式会社　○○○○

○○　○○
○　○○

横浜市水道局　○○部　○○○○

主任監督員 担当監督員

○－○：4－3，5－2，5－3，6－2

○○ほか1か所○○○○○○○工事

○○区○○町○番地○地先から○○町○丁目○番地○地先まで ○○

新設管等材料表（2/3）

工事場所(1)

令和○年○月○日～令和○年○月○日 ○

数　量 単　長 延　　長単
位

品　　名 形状寸法 摘　　要

基ソフトシール仕切弁

小型仕切弁用組

レジンコンクリート弁室 個 土被り0.80～1.05ｍ未満

鉄蓋 φ230×φ250×150

円形1型下部壁φ250×350×150CA

レジンコンクリート弁室 個

個レジンコンクリート弁室

土被り1.05～1.35ｍ未満円形1型上部壁φ250

個レジンコンクリート弁室

円形1型下部壁Cφ250

円形1号底版(250)

（10K）FCD（接）

新設φ100　

φ100 8

6

8

2

2

8

基小型消火栓(FCD) φ75 (7.5K)形式1(接)補修弁内蔵2

基φ75 (7.5K)形式1(接)補修弁内蔵洗浄栓(FCD)

組人孔鉄蓋 φ600

組人孔鉄蓋 φ600 FCD消火栓用

FCD洗浄栓用

フランジ短管 個 （7.5K）形式2

フランジ短管 個 （7.5K）形式2

3

3

2

φ75　Ｌ＝200

φ75　Ｌ＝300

3

1

継足しキー Ｌ＝450 1 個

明示シート シングル（50ｍ巻） ｍ

ポリエチレンスリーブ ｍ

明示テープ 20ｍ巻ポリエチレン樹脂 個 年度あり

レジンコンクリート弁室

レジンコンクリート弁室

レジンコンクリート弁室

個

個

個

円形4号上部壁φ600×200(200A）

円形4号下部壁φ600×200(200C）

円形4号底版φ600×40(40P)

接合部品(フランジ形) （7.5K)組φ75

φ100×5ｍ

5

5

5

699

466

10

フランジ短管 個 （7.5K）形式21φ75　Ｌ＝400

5

摘　　要形状寸法 単
位

延　　長単　長数　量品　　名

φ100

φ100 個

個

一時使用φ100　DIP(ＧＸ)

栓 φ100 3

接合部品（異形等用） 3 組 (ゴム輪、押輪、Ｔ頭Ｂ・Ｎ含む)

ライナ 1

1

1

1

1

1

4



摘　　要形状寸法品　　名 単
位

延　　長単　長数　量

新設φ150　DIP(ＧＸ）

個曲 管 φ150×45° 464

個曲 管 φ150×22°1/2 409

曲 管　（両　受）

個曲 管 φ150×11°1/4 370

曲 管　（両　受） φ150×22°1/2

φ150×45° 個

個 139

194

2

個ニ受Ｔ字管 φ150×φ100 480

個ニ受Ｔ字管 φ150×φ150

支管部－140

710

(7.5K)形式2ﾌﾗﾝｼﾞ付Ｔ字管 φ150×75 個 450

2 840

11

8

7

5

7

4

8

5 104

1 552

2 863

695

590

4 1 920

3

継　輪 φ150 個 240

φ150 個両受短管 20

G－LINK 個 (ゴム輪、Ｔ頭Ｂ・Ｎ含む)

(ゴム輪、押輪、Ｔ頭Ｂ・Ｎ含む)

φ150

φ150

ライナ 個φ150

組

ＧＸ・小計

接合部品(異形等用)

7

3 60

1 680

挿受片落管 φ150×φ100 個 4201

600

420

553 774

数　量 単　長 延　　長単
位

品　　名 形状寸法 摘　　要

新設φ150　

基 （7.5K）FCD（接）ソフトシール仕切弁 φ150

小型仕切弁用組

レジンコンクリート弁室 個 土被り0.80～1.05ｍ未満

鉄蓋 φ230×φ250×150

円形1型下部壁φ250×350×150CA

レジンコンクリート弁室 個

個レジンコンクリート弁室

土被り1.05～1.35ｍ未満円形1型上部壁φ250

個レジンコンクリート弁室

円形1型下部壁Cφ250

円形1号底版(250)

7

7

7

2

5

5

26

基小型消火栓(FCD) φ75 (7.5K)形式1(接)補修弁内蔵

基φ75 (7.5K)形式1(接)補修弁内蔵洗浄栓(FCD)

組人孔鉄蓋 φ600

組人孔鉄蓋 φ600 FCD消火栓用

FCD洗浄栓用

4

1

フランジ短管 個 （7.5K）形式2

フランジ短管 個 （7.5K）形式2

明示シート シングル（50ｍ巻） ｍ

ポリエチレンスリーブ ｍ

明示テープ 20ｍ巻ポリエチレン樹脂 個

φ150×6ｍ

年度あり

レジンコンクリート弁室

レジンコンクリート弁室

レジンコンクリート弁室

個

個

個

円形4号上部壁φ600×200(200A）

円形4号下部壁φ600×200(200C）

円形4号底版φ600×40(40P)

接合部品(フランジ形) （7.5K)組φ75 5

空気弁付小型消火栓(FCD) φ75

2

1 基 (7.5K)形式1(接)補修弁内蔵

5

φ75　Ｌ＝200

φ75　Ｌ＝400

3

5

8

8

8

8

継足しキー Ｌ＝450 個6

802

557

18

61

44

新設管等材料表(3/3)　工事場所(1)

品　　名 数　量 単　長 延　　長単
位

形状寸法 摘　　要

新設φ150　DIP(Ｋ)

1 本φ150×1,000 1 000

曲 管 個φ150×45° 634 （接）　2 1 268

挿受片落管 個1φ150×φ100 550 550

個不断水割Ｔ字管

短管1号 個 120 （7.5K）形式2（接）

1

1 120

接合部品(フランジ形) （7.5K)1 組φ150

φ150

φ250×φ150(簡易仕切弁付）

Ｕ2,900　　残

個離脱防止押輪 （接）φ150

Ｋ・小計 3

継　輪 個φ150 1

一時使用　1,100　と使用 ※1

454 454

6

392

TN－65VS型 (大成機工株式会社)

撤去

数　量 単　長 延　　長単
位

品　　名 形状寸法 摘　　要

ｍφ100C　I　P

D　I　P φ100 ｍ 撤去

撤去ｍφ150D　I　P

C　I　P φ150 ｍ 撤去050

000

仕　切　弁 基

仕　切　弁 基

φ100

φ150

消　火　栓 基φ75

個人孔鉄蓋 仕切弁用

個人孔鉄蓋 消火栓用

浪川式鉄蓋 仕切弁用 個

浪川式鉄蓋 消火栓用 個

C　I　P φ150 ｍ 使用廃止

既設撤去及び使用廃止管

269

7

5

11

1

1

1個は弁室のみ

42 400

460

29 350

215 710

7

7

図　名

縮　尺

図　番

摘　　　　　　　　　　要

弁室等の構造図は横浜市水道局設計標準図による。

メッシュ

番　号

工事名

年　度工　期

請負人

設　計係　長 主任監督員担当監督員

起　工

現場代理人現場代理人 工事場所番　号

○　○　係 ○　○　係

○○ ○○ ○○ ○○

横浜市水道局　○○部　○○○○課

株式会社　○○○○

○○　○○
○　○○

○－○：4－3，5－2，5－3，6－2

○○ほか1か所○○○○○○○工事

19
○○

新設管等材料表(3/3)
工事場所(1)

○○区○○町○番地○地先から○○町○丁目○番地○地先まで

令和○年○月○日～令和○年○月○日 ○

品　　名 数　量 単　長 延　　長単
位

形状寸法 摘　　要

一時使用φ150　DIP(Ｋ)

1 本 1

曲 管 個φ150×45° 634 （接）　

φ150×1,100 100 ※1新設管1,000　と使用

1 634

個離脱防止押輪 （接）

継　輪 個

栓 個

ゴム輪（Ｋ型）

Ｔ頭ボルト・ナット

個

本Ｍ20×100

Ｋ・小計

φ150

φ150

φ150

φ150

個不断水割Ｔ字管

短管1号 個 120 （7.5K）形式2（接）

1

1 120

接合部品(フランジ形) （7.5K)1 組φ150

φ150

φ150×φ150(簡易仕切弁付）

5

2

364 364 ＴＮ－02ＶＳ型

218

1

1

1

6

摘　　要形状寸法 単
位

延　　長単　長数　量品　　名

個栓 3

接合部品（異形等用） 3 組 (ゴム輪、押輪、Ｔ頭Ｂ・Ｎ含む)

一時使用φ150　DIP(ＧＸ)

φ150

φ150
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図　名

縮　尺

図　番

摘　　　　　　　　　　要

弁室等の構造図は横浜市水道局設計標準図による。

メッシュ
番　号

工事名

年　度工　期

請負人

設　計係　長

起　工

現場代理人現場代理人 工事場所番　号
21

○　○　係 ○　○　係

主任監督員 担当監督員

○○ ○○ ○○ ○○

横浜市水道局○○部○○○○

○○○○株式会社

○○　○○　
○ ○○

○ー○：4－3，5－2，5－3，6－2

○○ほか1か所○○○○○○○工事

○○区○○町○番地○地先から○○町○丁目○番地○地先まで ○○

 各種ｵﾌｾｯﾄ図（2/7）

S＝1/200　工事場所(1)

○令和○年○月○日～令和○年○月○日



1.8

2
6
.
5
5

35－482(代)

S＝NTS

Ｎ

0.5

1
.
5

35－618

0.5

35－2806

3.135－464

1.0

1
4
.
9

公－47

1.0

1
2
.
9
5

Ａ Ａ’

2
.
3

2
.
5

0.5

0
.
5

0P＝ー　DP＝0.85

0P＝4.60 DP＝0.85

0P＝－　DP＝0.85

0P＝2.20 DP＝0.85

0P＝2.40 DP＝0.85

1

2

3

0P＝2.40 DP＝0.85

4

5

公設管 50mm

6

市毛

蒔田さくら台

道志村ハイツ

鈴木

3
1
.
2
2

○－○：5－3

○－○：5－3

○－○：5－4

25

50

50

25

50

公－39

公設管　50mm

1
5
.
4

5.3

5.4

3
.
1

1
.
1

S=NTS

縁石

雨水桝

縁石

共用止水栓オフセット図 （公-39）
Ｎ

公
-3
9

D
I
P
(
G
X
)
1
5
0
(
E
P
C
)

D
I
P
(
G
X
)
1
5
0
(
E
P
C
)

口径50mm以下取付替ｵﾌｾｯﾄ図（1/5）工事場所(1)　

丁字管分岐部は除く

図　名

縮　尺

図　番

摘　　　　　　　　　　要

弁室等の構造図は横浜市水道局設計標準図による。

メッシュ
番　号

工事名

年　度工　期

請負人

設　計係　長

起　工

現場代理人現場代理人 工事場所番　号
36

○　○　係○　○　係

○○ ○○ ○○ ○○

主任監督員 担当監督員

横浜市水道局○○部○○○○

株式会社　○○○○

○○　○○
○　○○

○○他1か所○○○○○○○○○工事

○○区○○町○番地○地先から○○町○丁目○番地○地先まで ○○

○－○：4－3，5－2，5－3，6－2

S＝NTS　工事場所(1)

口径50mm以下取付替ｵﾌｾｯﾄ図(1/5)
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50

令和○年○月○日～令和○年○月○日 ○
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図　名

縮　尺

図　番

摘　　　　　　　　　　要

弁室等の構造図は横浜市水道局設計標準図による。

メッシュ

番　号

工事名

年　度工　期

請負人

設　計係　長

起　工

現場代理人現場代理人 工事場所番　号

○　○　係○　○　係

○○ ○○ ○○ ○○

主任監督員 担当監督員

横浜市水道局○○部○○○○

株式会社　○○○○

○○　○○
○　○○

○○他1か所○○○○○○○○○工事

○○区○○町○番地○地先から○○町○丁目○番地○地先まで ○○
37

○－○：4－3，5－2，5－3，6－2

S＝NTS　工事場所(1)
口径50mm以下取付替ｵﾌｾｯﾄ図(2/5)

○令和○年○月○日～令和○年○月○日
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 工事完成図作成の標準付属 

 

配水管及び仕切弁等オフセット測量基準 
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（工事完成図作成の標準付属１） 

配水管及び仕切弁等オフセット測量基準 

 

（目 的） 

 この基準は、工事完成図として作成する配水管の布設位置及び、仕切弁等付属施設の

設置位置を明確にするためのオフセット測量の方法及び図面作製の方法を定めるもの

である。 

（測量方法） 

１ 支距（オフセット） 

 測量学では、距離と角を測るときの基準となる点を「測点」といい、この測点を結ん

だ線を「測線」、測線の連続を「トラバース」という。 

 オフセット測量は、このトラバースを基にして地物の状態を測量する方法で、「オフ

セット」とは、この測線の左右にある地物の点から測線に至る垂直距離をいうのである。 

 なお、支距には、この他に「斜支距」といって、測線上の２点より地物の１点を測定

する方法があり、垂直支距に比べて精度が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 以上のようにトラバースに基づくオフセッティングは、基準線（測線）があるので問

題ないが、われわれの当面するオフセット測量には、この基準線がないので、これに代

るものを現地より選定し基点・基線としなければならない。 

 

２ 基点・基線の選定 

 測点・測線を代用する基準点、基準線の選定に当っては、この測量の目的が工事完成

後の維持管理に必要なものであるために、永久性の高い地物を対象としなければならな

いことはいうまでもない。 

 次表に永久度を考慮した選定の基本を表－１に示す。 

 

1.5ｍ  

10ｍ  支距（垂直）

測点０  

測点１  

測
線 

測線  

支  距 

5ｍ  

6ｍ  

斜支距  

測点０  

測点１  

測
線 

測線  

斜 支 距 

5ｍ  

6ｍ  
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表－１ 基点・基線の選定表 

永久性 

順位 
地物の名称 

永 久 度 

１ ２ ３ 

１ 
境 界 石 

境 界 線 

公 設 境 界 石 

縁 石 

私 設 境 界 石 

私 設 縁 石 

雨 水 桝 

舗装止コンクリート 

構 造 体 縁 石 

２ 
橋 梁 

護 岸 

新設のコンクリート 

橋又は鋼橋，橋台， 

護岸壁 

古いが構造強固な橋 

完 全 施 工 の 護 岸 

木 橋 

一 般 の 石 積 

３ 
建 物 

構 築 物 

新設のビル及びコン

ク リ ー ト 擁 壁 

ブ ロ ッ ク 擁 壁 

一 般 の ビ ル 

強 固 な 擁 壁 

一 般 家 屋 

門 柱 

４ マンホール 

新設された大形マン

ホール（ＮＴＴ･東

電・ガス・下水） 

ＮＴＴ ，東電マンホ

ール，整備後の下水

マンホール 
その他のマンホール 

５ 
電 柱 

信 号 機 

新設コンクリート柱 

新 設 信 号 機 

古 い ｺ ﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ 柱 

街 路 灯（公設） 

信 号 機 

私 設 街 路 灯 

注１） 境界石、境界線等は、特別の事情のない限り変化することは少いのでその安定

性は最も高い。道路改良後に築造された橋梁、護岸等の構造物はその安定性が高

いが、木橋、木柵土止め等は対象として避けなければならない。 

注２） 市街地内の老朽ビルは立て替えの可能性があり、また擁壁類についても、その

外観上判断される老化現象を生じているもの、又は、コンクリートブロック、間

知石積以外のものは、対象から避けることがよい。 

注３） マンホール類については、その大きさにより安定度も異なるが、表函の大きさ

と道路舗装の整備状況により判断する。特に公共下水道のマンホールは、幹線の

もの、汚水、雨水の区分が示されたものは安定度が高い。 

注４） マンホール、電柱、信号機等を対象とする場合は、角か、中心であるかを明確

に記入しなければならない。 

 一般には、円形のものは、中心を角形のものはその角を選定し測定することが

よいが、マンホール、ボックス類については、その中心（角形，丸形とも）を基

点とする。 
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３ 測定方法 

 支距は、正確をきたすために２点より距離を測る「斜支距」とする。このため必ず基

点間距離（基線）を測定することを忘れてはならない。 

 支距はなるべく短いのが良く、巻尺（２０ｍ以下）の長さ以上でないことを原則とす

る。また、鋭角（３０ﾟ以下の角）、鈍角（１２０ﾟ以上の角）をさけることが精度を高

め、必要により測定対象物間の距離を測定しておくことは、安全度を高めることとなる。 
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（測定例１） 

境界石、境界線を基点、基線とした場合。 

注１） 境界石等の基点の場合は、中心点とする。 

 

 

 

 

注２） 縁石を基線とし、基点を設ける場合は、私有地側とする。 

 

 

 

 

 

 

注３） Ｕ字溝に基点を設ける場合も前記同様とする。 
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（測定例２） 

橋、護岸等を基点、基線とした場合。 

注１） 親柱の角を基点とする場合は、最下端の角とする。 

注２） 橋前後の縁石、舗装止め等が不明確な場合は、橋の巾員線を延長して基線とし、

基点を設ける。 

注３） 橋の起終点を基線とする場合は、橋側の線とすること。 



69 

 

（測定例３） 

建物、擁壁等構築物を基点、基線とする場合 

注１） 永久性、永久度の高いと判断される建物等については、その建物の角を直接基

点とするのが良い。 

注２） 道路交叉点間の中間等で基点の選定が困難な場合は、建物の道路直角方向の見

透し線上と縁石、Ｕ字溝等の交点を基点とする。 
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（測定例４） 

マンホール、信号機、電柱等を基点とする場合。 

注１） 基線として選定するものが附近にない場合は、マンホール等を基点とする。 

注２） なるべく鋭角、鈍角をさけ、照査測定線を設ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア、イ、ウは照査線 
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（測定例５） 

基点、基線とする対象物が１点しかない場合。 

注１） 必要により補助杭を設けるか、大きい樹木（民地内）、その他永久度の高そうな

ものから、なるべく多く放射状の測定をする。この場合は、できるだけ水平に測

定が可能なものが良い。 
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（製図方法） 

注１） 図面の縮尺 

縮尺は１／２００を基準とする。 

注２） 図面に用いる線の太さ、字画の標準 

図面に用いる線の太さ字画の標準は、表－２を標準とする。 

 

表－２ オフセット図に用いる線の太さ、字画の標準 

 種     別 
線の太さ 
（mm） 

字  画 
（mm） 

摘     要 

１ サブタイトルと下線 0.7 10  

２ 方位と縮尺 0.5 6  

３ 地物平面図 0.3 5 記入文字，数字を含む。 

４ 配管線と記号 0.7 3 記号補助の略称を含む。 

５ 基線と支距線 0.3   

６ 測定数値 0.5 5  

注３） 図面記号 

オフセット図に用いる各種地物の記号は、表－３に示すものを用いる。 
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表－３ オフセット図に用いる記号 

対 象 物 記    号 対 象 物 記    号 

基 準 点  境 界 線 ・ 縁 石  

仕 切 弁 × 
Ｕ 字 溝 

Ｌ 形 溝 
 

消 火 せ ん ● 雨 水 桝  

空 気 弁 ○Ａ 
コ ン ク リ ー ト 

擁 壁 ・ 護 岸 
 

下水マンホール ○下 石 積  

ＮＴＴマンホール ○Ｔ 階 段  

東電マンホール ○Ｅ 
コンクリート塀 

ブ ロ ッ ク 塀 
 

電 柱  一 般 の 塀 ・ 柵  

信 号 機 ○Ｓ 生 垣  

街 路 灯  門  

電 話 ボ ッ ク ス □ＴＢ  □○Ｔ 建 物 ・ 家 屋  

ポ ス ト ○〒  □○〒 傾 斜 面 
 

水 道 路 上 施 設 

（自記水圧計） 
□○Ｗ 軌 道  

水 道 流 量 計 室 ○ＭＷ  □ＭＷ 橋  

バ ス 停  
ガ ー ド 

（ ガ ー タ ー ） 
 

ガ ー ド レ ー ル  
注１）仮設的なもの、又は、境界線等で不

明確なものは点線で表示する。 

注２）この表以外のものは、文字により明

らかにする。 
街 路 樹  

 

 

ポール式  

ポール式  

ポール式  



水道工事完成図作成の標準

平成１３年 １月 発 行 一部改定

平成１９年 １月 全面改定 

平成１９年 ４月 一部改定 

平成１９年 ７月 一部改定 

平成１９年１０月 一部改定 

平成２０年 １月 一部改定 

平成２０年 ２月 一部改定 

平成２０年 ４月 一部改定 

平成２０年 ５月 一部改定 

平成２０年 ７月 一部改定 

平成２０年１１月 一部改定 

平成２０年１２月 一部改定 

平成２２年 １月 一部改定 

平成２２年 ４月 一部改定 

平成２２年 ７月 一部改定 

平成２２年１０月 一部改定 

平成２３年 ４月 一部改定 

平成２３年１０月 一部改定 

平成２５年 １月 一部改定 

平成２５年１０月 一部改定 

平成２６年 １月 一部改定 

平成２６年 ４月 一部改定 

平成２７年 ４月 一部改定 

平成２７年 ７月 一部改定

平成２８年 １月 一部改定

平成３０年 １月 一部改定

平成３１年 １月 一部改定

令和 元年 ５月 一部改定

令和 ２年１０月 一部改定

発 行  横 浜 市 水 道 局

担当課 横浜市水道局技術監理課

令和 ３年 ３月 

令和 ４年　１月

令和　４年　９月 

一部改定

一部改定




